


臨
床
か
ら
研
究
開
発
の
世
界
へ

上
野
：
藤
谷
先
生
と
尾
川
先
生
は
、

旭
川
医
科
大
学
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
「
カ
ム
イ
フ
ァ
ー
マ

（株）
」
で
、
炎

症
性
腸
疾
患
の
新
薬
開
発
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

阿
部
：
藤
谷
先
生
は
臨
床
の
ご
経
験

も
長
い
で
す
が
、
研
究
に
携
わ
ら
れ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

藤
谷
：
臨
床
で
患
者
さ
ん
に
説
明
を

し
続
け
て
き
て
、
結
局
そ
れ
は
他
人

の
受
け
売
り
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

こ
と
で
す
。「
こ
ん
な
治
療
法
が
あ

り
ま
す
」「
何
％
の
確
率
で
助
か
り

ま
す
」
と
さ
も
自
分
の
見
立
て
の
よ

う
に
説
明
し
ま
す
が
、
治
療
法
も

生
存
率
の
デ
ー
タ
も
先
人
の
研
究
成

果
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
ま
た
、

臨
床
を
続
け
る
う
ち
、
本
で
勉
強

し
た
知
識
と
現
場
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も

見
え
て
き
ま
し
た
。
カ
ム
イ
フ
ァ
ー

マ
設
立
の
契
機
に
も
な
っ
た
炎
症
性

腸
疾
患
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
病
気

は
「
腸
炎
が
治
ら
な
い
病
気
」
と
習

い
ま
し
た
が
、
い
く
ら
炎
症
を
治
す

薬
を
投
与
し
て
も
、
な
ぜ
か
す
ぐ
再

燃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
患
部
を
内
視

鏡
で
見
る
と
、
た
だ
れ
て
傷
つ
い
た

腸
の
粘
膜
が
、
普
通
の
傷
の
よ
う
に

き
れ
い
に
治
っ
て
い
か
な
い
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
傷
口
か
ら
菌
や
有

害
物
質
が
入
り
続
け
る
こ
と
で
、
炎

症
が
再
発
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。
今

は
炎
症
を
抑
え
る
薬
し
か
な
い
の
で
、

粘
膜
の
傷
を
き
れ
い
に
治
す
薬
が
必

要
だ
と
考
え
、
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

よ
く
「
臨
床
と
研
究
の
両
立
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
医
師
の
研
究
は
臨

床
あ
り
き
で
、
患
者
さ
ん
に
成
果
を

還
元
す
る
こ
と
が
大
原
則
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
の
研
究
も
、
現
場
で

大
勢
の
患
者
さ
ん
を
診
て
い
た
か
ら

こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
臨
床
か
ら

完
全
に
離
れ
る
と
、
古
い
経
験
に
頼

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
や

は
り
現
場
で
日
々
新
し
い
疑
問
を
見

つ
け
、
研
究
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

創
薬
の
全
て
に
携
わ
れ
る
喜
び

上
野
：
会
社
を
共
に
率
い
る
尾
川
先

生
は
、
製
薬
の
分
野
で
キ
ャ
リ
ア
を

積
ま
れ
て
き
た
の
で
す
ね
。

尾
川
：
は
い
。
大
学
で
分
子
生
物
学

を
専
攻
し
、
製
薬
会
社
の
研
究
所
に

入
っ
た
も
の
の
、
ず
っ
と
「
も
っ
と

主
体
的
に
薬
を
作
り
た
い
」
と
い
う

思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
新
薬
の

開
発
に
は
研
究
か
ら
治
験
ま
で
数
多

く
の
段
階
が
あ
り
、
大
き
な
製
薬
会

社
で
は
分
業
化
が
進
ん
で
い
て
、「
こ

の
薬
を
作
り
ま
し
た
」
と
言
え
る
立

場
の
人
は
10
人
い
る
か
ど
う
か
な
ん

で
す
。
そ
こ
を
物
足
り
な
く
感
じ

て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
移
り
、
カ
ム

イ
フ
ァ
ー
マ
は
４
社
目
の
挑
戦
で
す
。

大
学
で
は
主
に
、
研
究
成
果
の
特

許
取
得
と
産
学
連
携
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
い
る
と
、

嫌
で
も
創
薬
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ス

テ
ッ
プ
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
、
苦
労
は
多
い
で
す
が
、
や
り

が
い
も
大
き
い
で
す
ね
。

北
海
道
か
ら
安
全
な
薬
を
届
け
た
い

阿
部
：
カ
ム
イ
フ
ァ
ー
マ
の
今
後
の

目
標
は
何
で
す
か
？

藤
谷
：
今
一
番
の
目
標
は
、
難
病
や

が
ん
の
新
薬
を
患
者
さ
ん
に
届
け
る

こ
と
で
す
。
特
に
「
副
作
用
が
少
な

い
」
と
い
う
点
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
例
え
ば
、
抗
が
ん
剤
は
途
中

で
効
か
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
の
原
因
は
「
が
ん
細
胞
が

遺
伝
子
変
異
を
起
こ
す
か
ら
」
と

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
実
際
は
、

副
作
用
の
せ
い
で
薬
の
量
や
投
与
頻

度
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
方
が
多

い
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
今
は
乳
酸
菌

が
出
す
抗
腫
瘍
物
質
に
着
目
し
て
い

ま
す
。
乳
酸
菌
を
含
む
食
品
の
健
康

効
果
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
副
作
用
で
亡
く

な
っ
た
な
ん
て
話
は
聞
き
ま
せ
ん
よ

ね
。
そ
ん
な
安
全
性
が
高
い
菌
由
来

の
物
質
を
使
っ
て
、
よ
り
副
作
用
が

少
な
く
、
よ
り
効
果
が
高
い
治
療
薬

を
作
る
。
こ
れ
が
カ
ム
イ
フ
ァ
ー
マ

の
使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

尾
川
：
経
営
者
と
し
て
の
目
標
は
、

先
進
的
な
創
薬
メ
ー
カ
ー
を
北
海
道

に
作
る
こ
と
で
す
。
創
薬
の
仕
事
を

し
て
み
た
い
方
は
北
海
道
に
も
多
く

い
る
の
に
、
道
内
に
は
先
進
的
な
研

究
や
仕
事
に
取
り
組
め
る
場
所
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
皆
本
州
に
出
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
的

な
方
々
を
受
け
入
れ
、
北
海
道
か
ら

世
界
に
通
用
す
る
新
薬
を
送
り
出
せ

る
会
社
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

What I’m made from

医
師
の
大
先
輩
で
あ
る
大
学
教
員
の
先
生
に
、

医
学
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

藤谷 幹浩（写真前列右）尾川 直樹（写真前列左）

副作用が少なく効果の高い薬を
患者さんのもとへ

旭川医科大学医学部　内科学講座　
消化器・血液腫瘍制御内科学分野
准教授
カムイファーマ（株） 取締役 CSO

旭川医科大学
知的財産センター
准教授
カムイファーマ（株） 代表取締役社長
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尾
川
：
経
営
者
と
し
て
の
目
標
は
、

先
進
的
な
創
薬
メ
ー
カ
ー
を
北
海
道

に
作
る
こ
と
で
す
。
創
薬
の
仕
事
を

し
て
み
た
い
方
は
北
海
道
に
も
多
く

い
る
の
に
、
道
内
に
は
先
進
的
な
研

究
や
仕
事
に
取
り
組
め
る
場
所
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
皆
本
州
に
出
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
的

な
方
々
を
受
け
入
れ
、
北
海
道
か
ら

世
界
に
通
用
す
る
新
薬
を
送
り
出
せ

る
会
社
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

阿部 光（写真後列右）

旭川医科大学　３年

上野 裕生（写真後列左）

旭川医科大学　３年
尾川先生の「旭川医科大学には新しいことを生み出す
土壌や雰囲気を感じる。医学は発展途上の学問で、だ
からこそ地方の単科大学にもノーベル賞クラスの歴史
的な発見をする可能性が大いにある」というお話に励ま
されました。

医師として現場に立ちつつ、疑問や目的を見出して研
究に取り組む藤谷先生と、その研究成果を薬という実
用的な形で世の中に届ける尾川先生。異なるキャリア
を持つお二人が、お互いの仕事に敬意を持って協力して
いる姿に感銘を受けました。
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S u m m e r ,  2 019

ドクタラーゼの取材に参加してみませんか？

誌面へのご意見・ご感想もお待ちしております。
イベント・勉強会等で日本医師会の協力を得たい場合もこちらまで！

ドクタラーゼでは、取材に参加してくれる医学生を大募集しています。
「この先生にこんなお話を聞いてみたい！」「雑誌の取材やインタビューってどうい
うものなのか体験してみたい！」という方は、お気軽に編集部までご連絡ください。
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医師への軌跡　
藤谷 幹浩先生（旭川医科大学医学部　内科学講座　消化器・血液腫瘍制御内科学分野　准教授）
尾川 直樹先生（旭川医科大学　知的財産センター　准教授）

[特集]

急性期医療の「ソノサキ」
急性期病院を退院後に受け皿となる医療機関・介護施設
適切な療養の場を見つける
急性期と在宅を多職種でつなぐ
ケーススタディ　倉敷スイートタウン　回復期・慢性期の現場に行ってみました！
ケーススタディ　倉敷スイートタウン　一つの「まち」として機能する

同世代のリアリティー　
地理学を学ぶ 編

地域医療ルポ　27

熊本県球磨郡相良村　緒方医院　緒方 俊一郎先生

レジデントロード　専門研修中の先輩に聴く（呼吸器内科／小児科／病理）
虎澤 匡洋先生（順天堂大学医学部附属浦安病院　呼吸器内科）
出口 拓磨先生（筑波大学附属病院　小児科）
勝矢 脩嵩先生（広島大学大学院　医系科学研究科　分子病理学）

医師の働き方を考える
若手医師も、マネジメントの視点を持って医療の本質をみてほしい
～第二大阪警察病院　小牟田 清先生～

日本医師会の取り組み

グローバルに活躍する若手医師たち

日本医科学生総合体育大会（東医体／西医体）

授業探訪　医学部の授業を見てみよう！
島根大学　生化学

医学生の交流ひろば

FACE to FACE　 23
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電子書籍サービス「日医Lib」で、ドクタラーゼの
バックナンバーが読めるようになりました！

●日医Libとは
日本医師会はその時々のスタンダードな医療情報を、会員を中心と
する医師に提供しています。その取り組みの一環として、2014年
12月、電子書籍サービス「日医Lib」（日本医師会e-Library）の
提供を開始しました。
●日医Libの特徴
日医Libアプリ（iOS版・Android版・Windows版・Mac版）をス
マートフォンやタブレット、PCにインストールすることで、日医が配
信する電子書籍をダウンロードしてご覧いただけます。日医雑誌を
はじめ、日本医師会が所有するコンテンツを中心に取り扱っており、
今後も医学・医療に関するコンテンツを充実させていく予定です。
日医Libは医療従事者・学術研究者・医学生にとって便利な機能
を数多く備えています。ハイライトやメモ、しおりをつけ、それらを
日医Libに登録している３台の機器間で同期することが可能です。
さらにiOS版には、TwitterやFacebookに投稿できるソーシャル
機能、共有登録したメンバー間でハイライトやメモ等を共有できる
グループ共有機能が備わっており、他の医師との情報共有や議論
に活用できます。
この日医Libでもドクタラーゼのバックナンバーがご覧いただけま
す！
ぜひ日医Libアプリをダウンロードし、読書や議論に活用してみてく
ださい。
WEB：http://jmalib.med.or.jp/

『医師の職業倫理指針（第3版）』を
ホームページなどからご覧いただけます

日本医師会では、欧米諸国の倫理指針などを参照し、全医師の医
療の実践に当たっての規範となる具体的な医
師の行動指針として平成16年に『医師の職
業倫理指針』を作成し、今般第3版を刊行し
ました。会内の「会員の倫理・資質向上委員会」

（委員長：森岡恭彦日赤医療センター名誉院
長・日医参与）での検討を踏まえた8年ぶり
の改訂となります。
本指針は、わが国の医師にとって重要と思わ
れる数十項目の職業倫理上の課題を取り上
げ、妥当と思われる倫理的見解を示したものです。
内容は、「医師の基本的責務」、「終末期医療」、「人を対象とする研究」
など、大きく９つの項目に分かれており、現在関心を集めている、「遺
伝子をめぐる課題」を新たな項目として追加したほか、改正個人情
報保護法や医療事故調査制度関係の記載の追加等、全般的な見
直しを行っています。
本指針は、毎年３月に医学部卒業生に贈呈していますが、日本医師
会のホームページや日医Libにも掲載されており、医学生や会員以
外の医師、一般の方も閲覧及びダウンロードが可能になっています。
皆さんもぜひ一度ご覧ください。

WEB：http://www.med.or.jp/（日本医師会WEBページ）
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電子書籍サービス「日医Lib」で、ドクタラーゼの
バックナンバーが読めるようになりました！

●日医Libとは
日本医師会はその時々のスタンダードな医療情報を、会員を中心と
する医師に提供しています。その取り組みの一環として、2014年
12月、電子書籍サービス「日医Lib」（日本医師会e-Library）の
提供を開始しました。
●日医Libの特徴
日医Libアプリ（iOS版・Android版・Windows版・Mac版）をス
マートフォンやタブレット、PCにインストールすることで、日医が配
信する電子書籍をダウンロードしてご覧いただけます。日医雑誌を
はじめ、日本医師会が所有するコンテンツを中心に取り扱っており、
今後も医学・医療に関するコンテンツを充実させていく予定です。
日医Libは医療従事者・学術研究者・医学生にとって便利な機能
を数多く備えています。ハイライトやメモ、しおりをつけ、それらを
日医Libに登録している３台の機器間で同期することが可能です。
さらにiOS版には、TwitterやFacebookに投稿できるソーシャル
機能、共有登録したメンバー間でハイライトやメモ等を共有できる
グループ共有機能が備わっており、他の医師との情報共有や議論
に活用できます。
この日医Libでもドクタラーゼのバックナンバーがご覧いただけま
す！
ぜひ日医Libアプリをダウンロードし、読書や議論に活用してみてく
ださい。
WEB：http://jmalib.med.or.jp/

『医師の職業倫理指針（第3版）』を
ホームページなどからご覧いただけます

日本医師会では、欧米諸国の倫理指針などを参照し、全医師の医
療の実践に当たっての規範となる具体的な医
師の行動指針として平成16年に『医師の職
業倫理指針』を作成し、今般第3版を刊行し
ました。会内の「会員の倫理・資質向上委員会」

（委員長：森岡恭彦日赤医療センター名誉院
長・日医参与）での検討を踏まえた8年ぶり
の改訂となります。
本指針は、わが国の医師にとって重要と思わ
れる数十項目の職業倫理上の課題を取り上
げ、妥当と思われる倫理的見解を示したものです。
内容は、「医師の基本的責務」、「終末期医療」、「人を対象とする研究」
など、大きく９つの項目に分かれており、現在関心を集めている、「遺
伝子をめぐる課題」を新たな項目として追加したほか、改正個人情
報保護法や医療事故調査制度関係の記載の追加等、全般的な見
直しを行っています。
本指針は、毎年３月に医学部卒業生に贈呈していますが、日本医師
会のホームページや日医Libにも掲載されており、医学生や会員以
外の医師、一般の方も閲覧及びダウンロードが可能になっています。
皆さんもぜひ一度ご覧ください。

WEB：http://www.med.or.jp/（日本医師会WEBページ）
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元
の
生
活
に
戻
る
プ
ロ
セ
ス
を
知
ろ
う

医
学
生
が
行
う
臨
床
実
習
や
、
卒
業
後
に

受
け
る
臨
床
研
修
は
、
主
に
大
学
病
院
な
ど
の

急
性
期
病
院
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

入
院
患
者
さ
ん
が
退
院
後
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
元
の
生
活
に
戻
っ
て
い
く
の
か
を

考
え
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

急
性
期
病
院
で
の
入
院
治
療
は
、
多
く
の
人

に
と
っ
て
、
人
生
の
う
ち
の
ほ
ん
の
一
時
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
積
極
的
な
治
療
・
管
理
が
必
要
な

局
面
が
過
ぎ
た
後
は
、
自
宅
を
は
じ
め
と
し
た

「
生
活
の
場
」
へ
と
戻
り
、
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
高
齢
の
方
の
場
合
、

急
性
期
治
療
を
終
え
た
後
も
、
リ
ハ
ビ
リ
や
経

管
栄
養
、
生
活
支
援
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い
で
い

け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

な
か
で
は
、
急
性
期
病
院
で
働
く
医
師
も
「
こ

の
患
者
さ
ん
は
、
こ
の
先
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
か
」
を
考
え
な
が
ら
診

療
に
あ
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ

ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
も
、
急
性
期
治
療
を
終
え
た
後
の

流
れ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
の
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
と
あ
る
医
学
生
が
出

会
っ
た
ケ
ー
ス
を
モ
チ
ー
フ
に
、
急
性
期
医
療

の
「
ソ
ノ
サ
キ
」
を
見
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
４
コ
マ
マ
ン
ガ
の
主
人
公
に
な
っ
た
つ
も
り

で
、
一
緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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自
宅
や
施
設
で
の
療
養
を
見
据
え
て

前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
急
性
期
病

院
を
退
院
し
た
後
に
受
け
皿
と
な
る
医
療
機
関

や
介
護
施
設
に
は
、
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
病
状
だ
け
で
な
く
、
家
族
構
成
や

経
済
状
況
、
利
用
で
き
る
医
療
資
源
な
ど
も
踏

ま
え
た
う
え
で
、
適
切
な
転
院
先
・
入
所
先
を

決
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
急
性
期
病
院

に
お
い
て
は
、
主
に
地
域
連
携
室
な
ど
で
働
く

看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
︵
Ｍ
Ｓ

Ｗ
︶
が
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
病
院
で
は
な
く
住
み
慣
れ
た
自

宅
や
施
設
な
ど
で
療
養
し
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
気
管
切
開
や
胃
ろ
う
な
ど
と

い
っ
た
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
で
あ
っ

て
も
、
在
宅
医
療
や
訪
問
看
護
が
受
け
ら
れ

10



る
環
境
に
あ
っ
て
、
か
つ
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、

自
宅
や
施
設
で
療
養
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
で
の
看
取
り
も
増
え
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
で
急
性
期
か
ら
自
宅
や

施
設
の
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
戻
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
棟
の
入
院
期
間
に
上

限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
い
ず
れ
は
自
宅

や
施
設
に
戻
る
こ
と
を
見
据
え
て
い
る
か
ら
で

す
。
特
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
、
疾
患
に
関

わ
ら
ず
入
院
で
き
、
か
つ
自
宅
や
施
設
で
療
養

中
の
方
の
緊
急
入
院
な
ど
も
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
急
性
期
と
在
宅
の
間

を
つ
な
ぐ
存
在
と
い
え
ま
す
。
今
後
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
を
担
う
病
棟
と
し
て
、

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

有床診療所の役割

近年、医療機関の機能分化や集約化は進んでいます。
人口の都市への集中も相まって、地域の多様な医療ニー
ズに応えてきた小規模な病院や有床診療所も減少傾向
が続いています。
しかし、地域にコミュニティや生活の基盤があり、移動
もままならない高齢者には、病気になっても住み慣れた
地域を離れたくないという人は少なくありません。身近
な医療機関の信頼している医師のもとで療養したいと
いうニーズは高いのです。そのようななかで、地域の有
床診療所の役割が再び見直されています。
地域に密着した有床診療所は、かかりつけ医の機能を
持ち、必要に応じて入院治療も行える小規模な（19 床
以下）医療機関です。かかりつけの患者さんが体調を
崩したときの入院管理、急性期病院での治療を終えて
自宅に戻るまでの橋渡し的な入院、リハビリが必要な
人が住み慣れた地域で在宅復帰を目指すまでの入院な
ど、地域包括ケア病棟と似たような役割を果たしており、
過疎化が進む地域の医療を多面的に支えています。

有床診療所への入院事例

①過疎地域で独居の85歳女性、狭心症と高血
圧の悪化で急性期病院に入院した。症状は落ち着
いたが、すぐに自宅に戻るのは難しいため、地域
の診療所に入院。投薬治療と食事管理を続け、落
ち着いたら診療所に近い介護付きのサービス付き
高齢者向け住宅に入居を希望している。同じ地域
の住民が、外来通院時に病棟に面会に来てくれる
のを楽しみにしている。

②脳梗塞により軽い麻痺のある81歳男性、食思
不振と下痢で衰弱していたため、隣人がかかりつ
けの診療所に連れてきた。ウイルス性の胃腸炎に
よる脱水症状が見られたので、自宅での療養は難
しいと判断してそのまま診療所に入院した。症状
が落ち着き、体力が回復したら退院して自宅に戻
る予定である。

いま、有床診療所のような細やかに地域ニーズに応え
られる医療の担い手の高齢化が進んでいます。これか
らの時代を支える医学生の中から、様々な分野で研鑽
を積んだ後に、このような地域密着型の医療を担う人
が出てくることを、地域の先生方も心から待っています。
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多
職
種
・
多
施
設
が
連
携
し
て
支
え
る

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
急
性
期
治
療

を
終
え
た
後
に
は
、
様
々
な
療
養
の
場
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
様
々
な
医
療
職
・
介
護
職
が

そ
こ
で
の
療
養
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、医
療
機
関
同
士
、医
療
機
関
と
様
々

な
施
設
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り
し
、
適
切
な

転
院
先
や
施
設
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
な

ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
Ｍ
Ｓ
Ｗ
や
看
護
師
が
い

ま
す
。
自
宅
や
施
設
で
の
療
養
を
支
え
る
訪

問
看
護
師
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
い
ま
す
。
介
護

保
険
の
枠
組
み
で
受
け
ら
れ
る
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
案
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
ま
す
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
診
療
す

る
医
師
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
職
種
が
日
頃

か
ら
連
携
し
、
必
要
な
情
報
の
や
り
取
り
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、患
者
さ
ん
は
ス
ム
ー

ズ
に
急
性
期
か
ら
日
常
生
活
へ
戻
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

12



医
師
に
は
幅
広
い
臨
床
能
力
が
必
要

で
は
、
急
性
期
を
過
ぎ
た
患
者
さ
ん
の
回
復

期
・
慢
性
期
を
地
域
で
支
え
る
医
師
に
は
、
ど

ん
な
臨
床
能
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
規
模
な
病
院
で
は
、
比
較
的
専
門
に
特

化
し
て
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
回
復
期
・
慢
性
期
の
病
棟
に
は
様
々
な
疾

患
・
症
状
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま

す
。
そ
れ
ら
の
多
様
な
疾
患
の
治
療
や
管
理
に

つ
い
て
、
急
性
期
病
院
か
ら
引
き
継
い
で
投
薬

や
医
療
的
管
理
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高
齢
で
、
様
々
な
合
併
症
を
抱
え
て
い
る
方
も

多
く
、漫
然
と
治
療
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
リ
ハ
ビ
リ
の
指
示
出
し
も
必
要
で

す
し
、
痛
み
や
つ
ら
さ
を
緩
和
す
る
介
入
も
求

め
ら
れ
ま
す
。
院
内
・
施
設
内
で
急
変
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
初
期
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
や
意
識
障
害
が
あ
れ
ば
、

自
分
か
ら
痛
み
や
不
調
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
多
職
種
か
ら
聞
い
た
普
段
の
様
子

な
ど
も
加
味
し
な
が
ら
注
意
深
く
診
察
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
症
状
が
落
ち
着
い

た
後
は
ど
の
よ
う
に
生
活
し
た
い
か
、
終
末
期

を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
の
か
、
と
い
っ
た
本
人

や
家
族
の
意
向
に
寄
り
添
い
、
多
職
種
と
共
に

そ
の
希
望
に
で
き
る
だ
け
沿
っ
た
形
を
作
っ
て

い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
患

者
さ
ん
の
生
活
を
み
る
と
い
う
視
点
が
重
要
な

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
急
性
期
医
療
の
「
ソ
ノ
サ
キ
」

を
支
え
る
医
師
に
は
、
非
常
に
幅
広
い
臨
床
能

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
超
高
齢
社
会
が
到
来
し
、

こ
の
領
域
を
支
え
る
医
師
が
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
る
な
か
で
は
、
若
い
担
い
手
が
育
っ
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
実
際
に
現
場
で
働
く
多

職
種
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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【施設紹介】
複合型の地域包括ケア拠点「倉敷スイートタウン」
▽倉敷スイートホスピタル（病院）

医療的なケアを必要とする、急性期から慢性期の患者さんが入院す
る、196床の病院です。
▽倉敷スイートレジデンス（サービス付き高齢者向け住宅）

病院と同じ建物内にある、130室の高齢者住宅です。在宅療養しなが
らも医療的なサポートを必要とする方が多く入所しています。

ご
本
人
・
ご
家
族
の
思
い
を
踏
ま
え
て

自
宅
で
の
生
活
に
つ
な
い
で
い
く

︱
︱
こ
の
病
院
に
は
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が

入
院
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

新
名
︵
以
下
、
新
︶：
急
性
期
病
院
で
治
療
を
終

え
ら
れ
た
方
が
転
院
し
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
。
ご
高
齢
で
、
肺
炎
や
感
染
症
に
よ
っ
て

Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低
下
し
た
方
、
整
形
外
科
の
手
術
後

の
方
な
ど
が
主
で
す
ね
。
他
に
も
脳
卒
中
や
心

疾
患
、
が
ん
の
末
期
の
方
な
ど
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ま
た
当
院
に
は
障
害
者
病
棟
が
あ
り

ま
す
の
で
、
神
経
難
病
の
方
や
重
度
の
障
害
が

あ
る
方
な
ど
も
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

︱
︱
急
性
期
病
院
か
ら
こ
ち
ら
に
転
院
す
る
際

の
、
大
ま
か
な
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
：
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
︵
Ｍ
Ｓ
Ｗ
︶

が
窓
口
と
な
り
、
事
前
に
急
性
期
病
院
の
Ｍ
Ｓ

Ｗ
や
看
護
師
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
病
状
や
転
院

の
目
的
な
ど
の
情
報
を
得
ま
す
。
そ
の
後
、
院

内
の
多
職
種
で
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

山
本
︵
以
下
、
山
︶：
病
棟
で
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
医
療
・
ケ
ア

の
必
要
度
を
考
慮
し
て
、
入
る
病
室
を
調
整
し

ま
す
。
急
性
期
病
院
に
比
べ
る
と
看
護
師
の
数

も
少
な
い
の
で
、
気
管
切
開
や
胃
ろ
う
の
あ
る

患
者
さ
ん
は
、
看
護
師
が
見
や
す
い
部
屋
に
入
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

新
：
転
院
に
あ
た
っ
て
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
や

ご
家
族
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
場
合
や
、
転
院

後
の
療
養
生
活
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い

な
い
場
合
に
は
、
事
前
に
面
談
を
行
い
、
し
っ

か
り
と
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
病
院

の
入
院
期
間
が
短
く
な
る
な
か
で
、
ご
本
人
・

ご
家
族
が
「
医
療
機
関
の
都
合
で
転
院
さ
せ
ら

れ
た
」
な
ど
と
感
じ
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
配
慮

し
な
が
ら
、
受
け
入
れ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

︱
︱
受
け
入
れ
後
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を

つ
け
な
が
ら
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

新
：
転
院
相
談
を
受
け
た
直
後
か
ら
、
当
院
を

退
院
し
た
後
の
こ
と
を
想
定
し
て
、
退
院
調
整

を
始
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
宅
に
帰
っ

て
か
ら
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
、
患
者

さ
ん
ご
本
人
や
ご
家
族
の
思
い
を
聞
き
、
か
つ

リ
ハ
ビ
リ
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
評
価
を
踏
ま
え
て
、

在
宅
復
帰
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
当
院
は
ま
さ
に
、
急
性
期
と

在
宅
の
間
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぐ
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

藤
田
︵
以
下
、
藤
︶：
リ
ハ
ビ
リ
は
、
機
能
を
回

復
す
る
こ
と
だ
け
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、

退
院
後
の
生
活
に
必
要
な
機
能
の
維
持
や
、
自

宅
の
環
境
設
定
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
う
え
で
は
、
自
宅
の
状
況
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
は
患
者
さ
ん
の
自
宅
に
足
を
運
び
、

身
体
能
力
に
合
わ
せ
て
、
手
す
り
の
設
置
や
動

線
の
確
保
、
段
差
の
解
消
と
い
っ
た
住
宅
改
修

の
提
案
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

田
中
︵
以
下
、
田
︶：
例
え
ば
自
宅
の
ベ
ッ
ド
が

右
寄
せ
で
あ
れ
ば
、
病
室
の
ベ
ッ
ド
も
右
寄
せ

に
し
て
、
病
棟
で
も
自
宅
を
想
定
し
た
生
活
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

山
：
ま
た
、
ご
家
族
の
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
ご
家
族
が

ど
の
よ
う
に
介
護
さ
れ
た
い
か
と
い
う
思
い
を

聞
い
た
う
え
で
、
リ
ス
ク
な
ど
も
踏
ま
え
、
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
で
き
る
か
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

︱
︱
入
院
の
段
階
で
は
自
宅
に
帰
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
ま
ま

自
宅
に
帰
る
の
は
厳
し
い
と
い
う
判
断
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
？

山
：
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
認
知
の
度
合
い
や
、

転
倒
の
リ
ス
ク
、
独
居
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
判

断
の
基
準
に
な
る
場
合
が
多
い
で
す
ね
。

お話を聞いた方たち
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
　
倉
敷
ス
イ
ー
ト
タ
ウ
ン

回
復
期
・
慢
性
期
の
現
場
に

行
っ
て
み
ま
し
た
！

こ
こ
か
ら
は
、
実
際
の
回
復
期
・
慢
性
期
の
現
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
現
場
で
活
躍
す
る
多
職
種
の
方
々
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

山本 久美子さん
病棟看護師

田中 理絵さん
病棟看護師

新名 早希子さん
医療ソーシャル

ワーカー（MSW）

藤田 慎一朗さん
リハビリテーション

センター　センター長
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新
：
た
だ
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
が
「
自
宅
に
帰

り
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
こ
ち
ら
が
一
方

的
に
「
帰
れ
ま
せ
ん
」
と
言
う
だ
け
で
は
、
信

頼
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
い
う
思

い
で
「
帰
り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の

か
に
よ
っ
て
は
、
一
旦
老
健
や
特
養
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
付
き
の
住
宅
な
ど
に
入
居
し
、
そ
の
う
え

で
在
宅
復
帰
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
よ
う
提
案

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
正
し
く
情

報
を
提
供
し
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に
選
択
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
納
得
い
た
だ

く
ま
で
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
ね
。

病
状
や
治
療
経
過
だ
け
で
な
く

そ
の
人
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
考
え
て

︱
︱
こ
う
し
た
現
場
で
働
く
う
え
で
、
共
に
働

く
医
師
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
？

藤
：
医
師
に
限
ら
ず
で
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
・
Ｍ

Ｓ
Ｗ
・
看
護
師
・
栄
養
士
な
ど
、
現
場
で
働
く

多
職
種
が
し
っ
か
り
と
方
針
を
共
有
し
、
足
並

み
を
揃
え
て
患
者
さ
ん
と
向
き
合
う
こ
と
が
と

て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

新
：
医
師
の
先
生
方
に
は
、
ぜ
ひ
疾
患
だ
け
で

な
く
、
患
者
さ
ん
の
背
景
も
一
緒
に
み
て
い
た

だ
き
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
疾
患
の
治

療
も
大
切
で
す
が
、
患
者
さ
ん
に
は
人
生
が
あ

り
、
今
ま
で
の
生
活
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う

生
き
た
い
か
と
い
う
思
い
が
絶
対
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
の
は
、
看
護
師

や
リ
ハ
ビ
リ
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

田
：
日
頃
か
ら
患
者
さ
ん
と
一
番
関
わ
っ
て
い

る
の
は
看
護
師
な
の
で
、
看
護
師
が
観
察
し
て

い
る
内
容
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
患

者
さ
ん
の
生
活
が
よ
り
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
：
だ
か
ら
先
生
方
に
は
、
ぜ
ひ
私
た
ち
の
声

を
聞
い
て
、
患
者
さ
ん
の
今
後
の
こ
と
を
一
緒

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

︱
︱
急
性
期
病
院
で
働
く
医
師
や
他
職
種
に
伝

え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
：
患
者
さ
ん
の
情
報
が
、
急
性
期
病
院
に
入

院
し
た
時
の
ま
ま
更
新
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
充
実
し
た
サ
マ
リ
ー
で
な
く
て
も

い
い
の
で
、
ぜ
ひ
直
近
の
状
況
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
病
状
と
治
療
経
過

だ
け
で
な
く
、
急
変
時
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
の
か
、
ご
家
族
に
ど
こ
ま
で
病
状
を
説
明
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ご
本
人
や
ご
家
族
は
ど
う
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
…
と
い
っ
た
周
辺
情

報
が
あ
る
と
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

藤
：
リ
ハ
ビ
リ
も
同
様
で
、
身
体
機
能
に
関
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
方
の
生
活
に
関
連

し
た
情
報
が
少
し
で
も
あ
る
と
助
か
り
ま
す
ね
。

ま
た
急
性
期
病
院
か
ら
転
院
し
て
き
た
患
者
さ

ん
で
、
主
と
な
る
病
名
以
外
の
症
状
・
合
併
症

の
情
報
が
申
し
送
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
病
名
に
対
し
て
、
ど
ん
な
目
的
で
ど
の
リ

ハ
ビ
リ
を
す
る
か
、
と
い
う
情
報
を
き
ち
ん
と

教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

新
：
さ
ら
に
、
急
変
し
た
と
き
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
、
ご
家
族
に
少
し
で
も
話
を
し
て

お
い
て
も
ら
え
る
と
大
変
助
か
り
ま
す
。
と
い

う
の
も
、
そ
の
先
の
生
活
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

何
か
あ
っ
た
と
き
の
対
応
は
と
て
も
大
事
だ
か

ら
で
す
。
ご
家
族
に
あ
ら
か
じ
め
心
構
え
が
あ

る
と
、
当
院
の
医
師
が
説
明
す
る
際
に
も
ス
ム
ー

ズ
に
伝
わ
り
ま
す
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

細
か
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
患

者
さ
ん
の
た
め
に
必
要
な
情
報
な
の
で
、
Ｍ
Ｓ

Ｗ
が
急
性
期
病
院
に
電
話
し
て
確
認
す
る
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
な
く

て
も
、
あ
ら
か
じ
め
情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ

け
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

Aさん（70代・男性） Bさん（90代・女性）

事前に奥さんと面接をし、患者さんの状態はもちろん、
奥さんの思いなども聞き取り、院内で共有した。また、
入院時から退院を見据えて、在宅復帰のための調整を
始めた。

住み慣れた地域を離れ、ケアマネジャーも変わったため、
より丁寧に情報を共有。ご本人の意欲が高まるよう、生
活がイメージできるような福祉用具の提案を多職種で
行った。

• 脳卒中を繰り返し、ほぼ寝たきり状態（要介護５）で
あった。妻の介護のもと、自宅で生活していた。

• 呼吸苦で急性期病院に救急搬送され、誤嚥性肺炎と診断
される。入院中にCO2ナルコーシスが起こり気管切開。

• 状態が落ち着いたので、リハビリと在宅復帰を目指し
て倉敷スイートホスピタルに転院。

• コミュニケーションはYes／Noが表明できる程度。

• 一人暮らし。要支援2と認定され、介護ヘルパーを利
用して自宅で生活していた。

• インフルエンザでADLが低下した後に下血の症状が出
て、急性期病院に入院。直腸潰瘍と診断され、内視鏡
手術で治療した。

• 今後の一人暮らしは難しいと判断され、息子さん家族
との同居も視野に入れながら、リハビリを目的に倉敷
スイートホスピタルに転院。

CASE１ CASE2

MSW
MSW

リハビリ
リハビリ

看護師

看護師

できるだけ離床時間を増やし、廃用症候群を予防するた
めのリハビリを行った。また、奥さんの介助で車椅子に
移る際、無理なく介助が行えるよう助言をした。

「できるだけ自分でケアしたい」という奥さんのご希望を
叶えるべく、入院中から奥さんに痰の吸引などの指導を
行った。

MSW やケアマネジャーと共に家屋調査に出向き、ご
本人もご家族も無理なく生活できるような環境の提案を
行った。調査を踏まえ、自宅での生活を想定した訓練プ
ログラムを作成。

入院中はトイレとおむつを併用したが、自宅での排泄は
どうするか、ご本人・ご家族の希望を聞きながら介助指
導を行った。また下血があった際はすぐに相談するよう
働きかけた。
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
し
て

住
民
に
開
か
れ
た
場
に
し
て
い
く

︱
︱
こ
の
施
設
全
体
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
木
院
長
︵
以
下
、松
︶：当
施
設
は
、病
院
と
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、
そ
の
他
の
様
々

な
施
設
を
合
築
し
て
、
一
つ
の
「
ま
ち
」
の
よ

う
な
形
に
し
よ
う
と
い
う
理
念
で
作
ら
れ
ま
し

た
。

高
橋
看
護
部
長
︵
以
下
、
高
︶：１
～
３
階
が
病
院
、

４
～
５
階
が
住
宅
と
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
医

療
ニ
ー
ズ
の
高
い
方
で
も
住
宅
部
分
に
入
居
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
か
あ
っ
た

場
合
に
も
、
主
治
医
と
看
護
師
が
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
非
常
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
終
の
棲
家
と
し
て
入

居
さ
れ
る
方
も
多
く
、
看
取
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

山
本
︵
以
下
、
山
︶：
当
院
の
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
で
在
宅
復
帰
を
目
指
し
て
い
た
け
れ
ど
、
60

日
で
家
に
帰
る
の
が
難
し
い
と
い
う
場
合
に
は
、

住
宅
部
分
に
一
旦
入
居
し
て
、
そ
の
先
の
こ
と

を
ゆ
っ
く
り
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心

的
な
存
在
に
な
る
の
は
、
当
施
設
の
よ
う
な
と

こ
ろ
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

松
：
も
と
も
と
、
倉
敷
市
中
庄
地
区
に
は
、
川

崎
医
科
大
学
附
属
病
院
以
外
の
病
院
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
当
院
は
地
域
に
根
ざ
し
た
病

院
と
し
て
開
院
し
た
の
で
す
。
在
宅
療
養
支
援

病
院
と
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設

な
ど
と
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
当
院
に

入
院
・
通
院
さ
れ
る
方
や
住
宅
部
分
に
住
む
方

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
全
て
の
人
た
ち
に
開
か

れ
た
場
所
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

︱
︱
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

松
：
院
内
の
ホ
ー
ル
や
ロ
ビ
ー
を
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
開
放
し
、
リ
ウ
マ
チ
教
室
や
糖
尿
病

教
室
、
介
護
予
防
教
室
、
健
康
体
操
、
ワ
ン
コ

イ
ン
健
診
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
っ
た
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
・

看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
・
Ｍ
Ｓ
Ｗ
・
薬
剤
師
と
い
っ

た
多
職
種
が
地
域
の
公
民
館
な
ど
に
出
向
き
、

出
張
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

高
：
さ
ら
に
、
院
内
の
カ
フ
ェ
を
利
用
し
て
、

月
１
回
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
相
談
で
き
る

と
好
評
で
す
。

石
田
︵
以
下
、
石
︶：
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
日
で
も
、

お
散
歩
の
途
中
で
院
内
の
カ
フ
ェ
に
寄
っ
て
お

茶
を
飲
ま
れ
る
方
や
、
院
内
の
コ
ン
ビ
ニ
に
お

買
い
物
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
で
す
。
地

域
の
方
に
と
っ
て
も
、
24
時
間
明
か
り
が
灯
っ

て
い
て
、
人
が
行
き
交
う
場
所
が
あ
る
こ
と
が
、

回復期・慢性期のやりがいは、
喜びを分かち合うこと

急性期では、疾患を治すことが医師としてのやりがいになるでしょう。しかし回
復期・慢性期の場合、高齢の患者さんが多いこともあり、全ての疾患が治ると
いう方はほとんどいません。そうしたなかで医師に求められるのは、患者さんや
ご家族のお気持ちを受け止めながら医療にあたることです。患者さんやご家族
と長く関わり、様々な喜びを分かち合うことが、回復期・慢性期の医療のやり
がいだと私は思っています。
これからは、地域包括ケアの担い手となる医師がますます必要とされるでしょ
う。急性期病院などでスペシャリストとしての経験を積んだ後、いわゆる一般
内科の幅広い知識を身につけ、回復期・慢性期の病院で働くという選択肢も
あるということを、医学生の皆さんにもぜひ覚えておいてほしいと思います。

松木 道裕院長

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
　
倉
敷
ス
イ
ー
ト
タ
ウ
ン

一
つ
の
「
ま
ち
」
と
し
て
機
能
す
る院長インタビュー

思い思いに楽しく過ごされている入居者の皆さん。 施設内のレストラン。誰でも利用できます。

地域住民の方々が自由
に参加できるイベントが
数多く開催されています。

こ
の
施
設
が
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
松
木
道
裕
院
長
、
高
橋
里
子
看
護
部
長
、

事
務
の
山
本
渉
さ
ん
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
石
田
美
知
江
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

山
：
施
設
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
も
、
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
ど
な

た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
患
者
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
の
結
婚
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

石
：
院
内
に
あ
る
保
育
所
は
、
以
前
は
職
員
の

お
子
さ
ん
の
み
預
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
か

ら
の
認
可
を
受
け
、
一
般
の
方
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
施
設
の
住

宅
部
分
に
子
ど
も
た
ち
が
訪
問
す
る
機
会
も
設

け
て
お
り
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
て
い

ま
す
。

松
：
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
地
域
住
民
と
ス
タ
ッ

フ
、
そ
し
て
地
域
住
民
同
士
が
交
流
す
る
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
を
目

指
し
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「尊厳の保障」を大切に

より患者さんに近い立場で
看護ができる

医療は生活を支えるためにある

私は 34 歳の時に病院経営者になりました。経営者の役割
は、質の高いサービスを地域住民に提供することだと考え
た私は、医師・看護師・リハビリなど、サービスに携わる
全職種の仕事を学ぶことにしました。そこで最もカルチャー
ショックを受けたのが介護でした。それまでは疾患にばかり
目が行っていて、患者さんの生活のことを考えていなかった
と気付いたのです。入浴介助や排泄介助などを体験するな
かで、「医療は生活を支えるためにある」ということを身をもっ
て感じました。
それからは、住まいのことや食事のこと、ご家族のこと、受
けられる介護サービスのことなど、入院前と退院後の日常生
活まで考えたうえで診療にあたるようになりました。平面的
だった自分の診療が、徐々に立体的になっていくように感じ
られました。

じっくり深く関われる醍醐味

医師は、一人ひとりの人生を預かる仕事です。もちろんエビ
デンスに基づいた医療を提供することは大前提ですが、その
うえで患者さんの生活を考えていくことがとても大事です。特
に回復期・慢性期においては、病状が良くなることや検査
データが改善することよりも、ご本人が大事にされたいこと
がある場合もあります。ですから、患者さんが人生において
何を大切にしているかを理解しないと、本当の意味での良い
医療は提供できないのです。今は寝たきりや意識障害のあ
る方も、お元気だった頃には仕事に精を出し、趣味を楽しみ、
ご家族との団欒を過ごしていたはずです。そのことに思いを
馳せながら、目の前の患者さんのために何ができるかを考え
て関わる必要があるでしょう。長い時間をかけて、その方の
人生にじっくり深く関わることができるのは、回復期・慢性
期の医療の醍醐味だと私は思っています。

生活を重視する医療の時代へ

今後は、生活を重視する医療がますます求められるようにな
るでしょう。疾患だけを治す職人のようでは、医師は務まら
ない時代になるのではないでしょうか。私は、医療・介護の
究極のゴールは、その人らしい暮らしや穏やかな最期の実現
にあると思います。患者さん一人ひとりの「尊厳の保障」こそ、
医療人の最大の使命であると確信しています。
これから医師になる皆さんは、まずは急性期で研鑽を積むこ
とになると思いますが、その先にもこんなに奥が深くてやり
がいのある医療があるということを、ぜひ覚えておいてほし
いです。

私はかつて大学病院で勤務していましたが、回復期・慢性期で
は急性期と比べ、より患者さんに近い立場で看護ができると感
じます。患者さんの退院後の生活や、ご家族のお気持ちをしっ
かり聞き取り、それを踏まえた準備をしたうえで送り出すこと
ができるので、ご家族からも「良かった、これなら安心して家
で看ることができます」と言っていただくことが多いです。また、
高齢者向け住宅が併設されているため、退院後にそちらに入
居された場合には継続して様子を見ることができるのもメリット
の一つです。
小規模で小回りが利くからこそ、患者さん一人ひとりの生活や、
その人の生き様に寄り添った看護ができる。それが、当院のよ
うな病院における看護の醍醐味だと思います。

江澤 和彦日本医師会常任理事

高橋 里子看護部長

看護部長インタビュー

院内のカフェやコンビニも、地域
の憩いの場になっています。

季節のイベントでは、
世代を超えた交流も。
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窪
田
︵
以
下
、
窪
︶：
ま
ず
、
地
理

学
と
は
ど
う
い
う
学
問
な
の
か
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？　

金
子
︵
以
下
、
金
︶：
地
理
学
の
分

野
に
は
大
き
く
分
け
て
２
種
類
あ
り

ま
す
。経
済
や
文
化
な
ど
と
い
っ
た
人

間
の
活
動
と
空
間
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
す
る
人
文
系
の
地
理
学
、
そ

し
て
地
質
や
気
象
な
ど
自
然
環
境
を

研
究
す
る
理
学
系
の
地
理
学
で
す
。 

木
村
︵
以
下
、
木
︶：
今
日
の
３
人

は
全
員
、
人
文
系
の
地
理
学
を
専
攻

し
て
い
ま
す
。
私
は
今
、
東
京
の
下

町
エ
リ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ラ
ジ

オ
体
操
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
地
域
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

柴
岡
︵
以
下
、
柴
︶：
私
は
「
知
的

障
害
者
に
と
っ
て
の
都
市
空
間
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
学
部
時

代
は
身
体
障
害
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
知

的
障
害
者
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、踏
み
込
ん
で
考
え
た
い
と
思

い
、こ
の
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
。

金
：
僕
は
日
本
の
農
村
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
実
態
と

そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。

馬
渡
︵
以
下
、
馬
︶：
具
体
的
な
研

究
手
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
：
文
献
を
読
ん
だ
り
、
昔
の
地
図

を
見
た
り
も
し
ま
す
が
、
実
際
に

フ
ィ
ー
ル
ド
に
足
を
運
ん
で
見
聞
き

す
る
の
が
メ
イ
ン
で
す
。
私
の
場

合
、
該
当
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
に
ア
ポ
を
取
り
、
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
私
の

フ
ィ
ー
ル
ド
は
都
内
な
の
で
数
十
回

ほ
ど
足
を
運
ん
で
い
ま
す
が
、
聞
き

取
り
調
査
に
出
向
く
期
間
や
頻
度
は

人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
、
離
島
な

ら
１
週
間
、
海
外
な
ら
１
か
月
く
ら

い
滞
在
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

金
：
研
究
室
で
質
問
を
組
み
立
て
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
聞
き
取
り
調
査
を
す

る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。

柴
：
私
は
学
部
時
代
、
自
分
で
車
椅

子
に
乗
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
を
移
動
し

て
、
ど
こ
に
ど
ん
な
バ
リ
ア
が
あ
る

か
、
一
つ
ひ
と
つ
印
を
つ
け
て
回
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
体

験
し
て
み
る
調
査
方
法
も
あ
り
ま
す
。

人
文
地
理
は

「
何
で
も
で
き
る
」
学
問

馬
：
そ
も
そ
も
、
皆
さ
ん
が
地
理
学

を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
：
私
は
、
地
元
の
長
崎
か
ら
東
京

に
出
て
き
て
、
美
術
館
の
数
の
多
さ

に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
文
化
資
本
の
量
の
差
な
ど

と
い
っ
た
地
域
差
が
、
私
た
ち
の
生

活
に
ど
う
影
響
し
て
く
る
の
か
詳
し

く
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
、
地
理

学
を
専
攻
し
た
ん
で
す
。

柴
：
私
は
も
と
も
と
他
の
学
部
に
い

た
の
で
す
が
、
都
市
空
間
に
お
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
興
味
を
持
ち
、
う

ち
の
大
学
で
学
ぶ
に
は
地
理
学
が
最

適
か
な
と
思
い
、
編
入
し
ま
し
た
。

高
須
︵
以
下
、
高
︶：
高
校
時
代
、

社
会
科
を
選
択
し
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
は
、
地
理
と
い
う
分
野
が
そ

も
そ
も
未
知
の
領
域
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
お
話
を

聞
き
、
土
地
に
関
連
し
た
こ
と
な
ら

何
で
も
で
き
る
の
が
地
理
学
な
の
か

な
、
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

木
：
何
で
も
で
き
る
が
ゆ
え
に
、
他

の
学
問
と
の
境
目
が
見
え
に
く
い

と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
と
い
う

点
で
は
社
会
学
に
も
似
て
い
ま
す
し
、

建
築
・
デ
ザ
イ
ン
系
の
考
え
方
が

入
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
研

究
者
の
数
が
少
な
い
た
め
、一
人
で
研

究
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
他

の
専
門
的
な
知
見
を
持
っ
た
方
と
共

同
研
究
な
ど
が
で
き
た
ら
、
よ
り
実

践
的
で
深
い
研
究
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

窪
：
高
校
の
地
理
と
比
較
す
る
と
、

か
な
り
発
展
的
な
内
容
な
ん
で
す
ね
。

金
：
た
だ
、
今
振
り
返
る
と
、
高
校

の
地
理
と
い
う
科
目
も
、
大
学
の
地

理
で
学
ぶ
人
間
と
環
境
と
の
相
互
作

用
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
ん
だ
と

感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
高
校
の
地
理

に
は
農
業
の
単
元
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
場
所
の
自
然
環
境
に
よ
っ
て
、
そ

こ
に
適
し
た
作
物
を
選
ぶ
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
一
方
で
灌
漑
設
備
を
作

る
な
ど
、
自
然
環
境
に
働
き
か
け
て

別
の
作
物
を
作
る
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
。
こ
う
し
た
相
互
作
用
が
社
会

を
形
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

高
校
の
授
業
で
は
わ
か
り
や
す
く
教

わ
り
ま
し
た
。 

地
理
を
学
ん
だ

経
験
を
活
か
し
て

高
：
地
理
学
を
学
ん
だ
学
生
さ
ん
の

進
路
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
：
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
地
図
を

作
る
会
社
や
測
量
会
社
、
イ
ン
フ
ラ

を
作
る
会
社
な
ど
、
専
攻
に
直
結
す

る
仕
事
に
就
く
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

鉄
道
が
趣
味
の
人
が
多
い
の
で
、
そ

れ
に
関
連
す
る
仕
事
や
、
街
の
開
発

に
関
す
る
知
識
な
ど
を
活
か
せ
る
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
地
域
と
の
コ
ネ
ク

柴岡 晶
お茶の水女子大学　

修士2年

木村 翠
お茶の水女子大学　
修士2年

金子 亮大
東京大学　
教養学部　4年

地理学を学ぶ 編

同世代の

医学部にいると、同世代の他分野の人たちとの 交流が持てないと言われています。そこでこのコー

ナーでは、別の世界で生きる同世代との「リアリ ティー」を、医学生たちが探ります。今回は、地

理学を学ぶ大学生・大学院生3 名と、医学生3 名で座談会を行いました。

様々な学部・学科がある大学。今回はその中でも「地理学」にスポットを当ててみます。大学・大学院ではどんなことを研究しているのか、研究の面白さはどんなところにあるのか、詳しくお話を聞いてみました。

今回のテーマは
「地理学を学ぶ」

地
理
学
っ
て

何
を
学
ぶ
の
？

↓
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域
な
り
の
論
理
や
流
儀
が
あ
る
の
で
、

い
く
ら
外
の
人
間
が
「
こ
う
す
る
べ

き
だ
」
と
感
じ
て
も
、
そ
れ
が
地
域

の
方
々
に
と
っ
て
必
ず
し
も
良
い
も

の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
ん
で
す
。

木
：
確
か
に
そ
れ
は
研
究
の
ジ
レ
ン

マ
と
し
て
あ
り
ま
す
ね
。

窪
：
医
師
が
患
者
さ
ん
に
接
す
る
と

き
も
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
患

者
さ
ん
に
は
患
者
さ
ん
の
生
活
が
あ

り
、
人
に
よ
っ
て
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
も
違
い
ま
す
。「
健
康
の
た
め

に
こ
う
し
な
さ
い
」
と
、
医
師
が
一

方
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し

も
良
い
と
は
限
ら
な
い
。

金
：
知
識
だ
け
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
と
い
う
点
は
、

通
ず
る
部
分
が
あ
り
ま
す
ね
。
相
手

と
の
信
頼
関
係
を
築
か
な
け
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
知
識
を
役
立
て
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

馬
：
信
頼
関
係
を
築
く
コ
ツ
な
ど
は
、

何
か
あ
り
ま
す
か
？

木
：
私
は
、
と
に
か
く
話
す
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。「
好
き
な
場

所
は
？
」「
好
き
な
食
べ
も
の
は
？
」

な
ど
と
質
問
す
る
と
、
少
し
ず
つ
そ

の
人
の
人
と
な
り
が
わ
か
っ
て
き
ま

す
か
ら
。
あ
と
は
、
何
度
も
足
を
運

ぶ
こ
と
で
す
ね
。
地
域
の
人
が
自
分

の
こ
と
を
覚
え
て
く
れ
て
い
る
と
わ

か
る
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

柴
：
私
は
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

い
相
手
だ
っ
た
と
し
て
も
、
回
数
を

重
ね
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
相
手
の
考
え

を
決
め
つ
け
な
い
で
、
そ
の
都
度
、

希
望
を
汲
も
う
と
す
る
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

金
：
私
は
、
調
査
先
の
地
元
に
お
住

ま
い
の
方
と
話
す
と
き
は
、
周
辺
の

地
名
な
ど
を
頭
に
入
れ
て
お
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
皆
が
使
っ
て
い
る

ス
ー
パ
ー
の
呼
称
な
ど
も
、
相
手
と

同
じ
言
葉
を
使
う
よ
う
に
す
る
と
、

そ
れ
だ
け
で
「
知
っ
て
く
れ
て
い

る
」「
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
も
の
で
す
。
ま
た

高
齢
者
の
方
と
話
す
と
き
は
、
昔
の

出
来
事
を
元
号
で
話
す
方
も
多
い
の

で
、
今
年
は
「
昭
和
94
年
」
だ
と
覚

え
て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

地
理
学
的
な
視
点
で
見
る
と

日
常
が
よ
り
楽
し
く
な
る

高
：
自
分
の
生
活
に
は
縁
が
な
い
と

思
っ
て
い
た
地
理
学
の
話
が
、
身
近

に
感
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

柴
：
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
で
す
。
私
た
ち
は
趣
味
と
研
究
を

兼
ね
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
、
つ
い
日
頃
か
ら
地
理
学
的
な

思
考
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

木
：
例
え
ば
「
こ
の
道
路
の
曲
が

り
方
は
何
の
意
味
が
あ
る
ん
だ
ろ

う
？
」「
こ
の
緑
地
は
何
の
た
め
に

作
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
？
」な
ど
と
考

え
な
が
ら
街
を
歩
く
と
、足
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ぐ
ら
い（
笑
）。

金
：
自
己
紹
介
で
必
ず
出
身
県
を

言
っ
た
り
、
名
産
品
の
話
で
盛
り
上

が
っ
た
り
す
る
の
は
、「
地
理
学
研

究
者
あ
る
あ
る
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

街
歩
き
が
好
き
な
人
や
、
街
並
み
の

変
化
に
敏
感
な
人
も
多
い
で
す
ね
。

ち
な
み
に
私
は
「
地
理
部
」
と
い
う

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
て
、
毎
年
１

回
、
山
手
線
沿
線
を
徒
歩
で
一
周
し

て
い
ま
す
。
駅
や
街
並
み
の
移
り
変

わ
り
が
見
え
て
、
面
白
い
で
す
よ
。

木
：
街
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
と
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
暮
ら
し
に
近

付
け
た
感
じ
が
し
て
、
嬉
し
く
な
り

ま
す
。
旅
行
先
で
歴
史
資
料
館
を

巡
っ
た
り
、
酒
蔵
を
訪
れ
た
り
す
る

の
も
楽
し
い
で
す
よ
。

高
：
お
話
を
聞
い
て
、
建
物
や
風
景

に
少
し
意
識
を
向
け
る
だ
け
で
、
自

分
の
人
生
も
豊
か
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
教
養

と
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

窪
：
僕
は
防
衛
医
科
大
生
な
の
で
、

卒
後
は
海
外
派
遣
に
行
く
可
能
性
も

あ
る
の
で
す
が
、
見
知
ら
ぬ
土
地
で

現
地
の
人
と
交
流
す
る
と
き
も
今
日

の
お
話
が
参
考
に
な
り
そ
う
で
す
。

木
：
皆
さ
ん
が
今
後
医
師
に
な
ら
れ

た
ら
、
様
々
な
形
で
地
域
と
関
わ
る

機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と

き
は
ぜ
ひ
、
楽
し
ん
で
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

シ
ョ
ン
が
活
か
せ
る
地
方
の
新
聞
社

や
、
自
治
体
職
員
な
ど
も
い
ま
す
。

窪
：
研
究
職
に
進
む
方
は
ど
れ
く
ら

い
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

木
：
あ
ま
り
多
く
な
い
で
す
ね
。
た

だ
今
回
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
皆
、

わ
り
と
研
究
職
志
向
で
す
。

金
：
研
究
内
容
が
す
ぐ
に
実
利
に
直

結
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
地
方

創
生
が
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
な
か

で
、
研
究
成
果
が
役
立
つ
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
と
て
も
意
義
が
あ

る
学
問
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
：
現
地
で
活
動
を
実
践
し
て
い
る

方
た
ち
と
し
っ
か
り
関
係
を
作
っ
て

い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
の
研
究
に

と
っ
て
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
論
文

と
い
う
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
私
が

研
究
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
、

そ
の
地
域
に
と
っ
て
何
か
良
い
影
響

を
も
た
ら
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柴
：
地
理
学
に
は
、
地
域
に
お
け
る

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
課
題
を
解
決

す
る
と
い
う
観
点
も
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
地
理
学
研
究
者
も
も
っ
と

医
療
・
福
祉
分
野
に
つ
い
て
の
知
見

を
得
た
ら
、
よ
り
役
に
立
つ
研
究
に

つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
と
の
信
頼
を
築
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

金
：
し
か
し
一
方
で
、
研
究
者
と
し

て
地
域
住
民
と
関
わ
る
際
、
決
し
て

自
分
た
ち
の
考
え
を
押
し
付
け
て
は

い
け
な
い
と
も
感
じ
ま
す
。
そ
の
地

この内容は、今回参加した学生のお話に基づくものです。

窪田 大典
防衛医科大学校　
医学部　6年

高須 美香
東京医科大学　
医学部　5年

馬渡 惟史
日本大学　

医学部　6年

地理学を学ぶ 編

同世代の

医学部にいると、同世代の他分野の人たちとの 交流が持てないと言われています。そこでこのコー

ナーでは、別の世界で生きる同世代との「リアリ ティー」を、医学生たちが探ります。今回は、地

理学を学ぶ大学生・大学院生3 名と、医学生3 名で座談会を行いました。

医学生 × 地理
系学生
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地域医療
ルポ

RE
PO27

新
緑
が
う
る
お
い
、
清
流
・
川
辺

川
が
や
さ
し
く
き
ら
め
く
初
夏
。
人

吉
市
街
か
ら
な
だ
ら
か
な
山
道
を
た

ど
っ
て
進
む
と
、
緒
方
医
院
の
看
板

が
見
え
て
き
た
。
石
造
り
の
表
札
に

は
「
全
科
」
の
文
字
。
４
代
目
の
祖

父
が
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

「
祖
父
は
も
と
も
と
学
校
の
教
員
で

し
た
。
祖
父
の
兄
が
医
業
を
継
い
だ

け
れ
ど
、
自
分
も
や
っ
ぱ
り
医
師
に

な
り
た
い
と
、
内
緒
で
医
専
に
通
っ

た
そ
う
で
す
。
祖
父
が
い
な
け
れ
ば

今
の
私
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。」

祖
父
も
、
跡
を
継
い
だ
父
も
、
こ

の
山
の
盆
地
一
帯
の
医
療
を
支
え
、

そ
の
信
頼
を
背
に
村
長
に
な
っ
た
。

父
が
村
長
に
立
候
補
し
た
時
、
緒
方

先
生
は
九
州
大
学
病
院
で
２
年
間
の

研
修
を
終
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
福
岡
で
就
職
す
る
予
定
で
し
た
が
、

『
村
長
に
な
っ
た
ら
医
師
は
で
き
な

い
、
帰
っ
て
き
て
く
れ
な
い
と
困
る
』

と
言
わ
れ
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
経
験
の
な
い
な
か
で
、
骨
折
や

外
傷
、
脳
卒
中
な
ど
、
と
に
か
く
呼

ば
れ
た
ら
何
で
も
診
ま
し
た
。
か
つ

て
軍
医
の
教
育
係
だ
っ
た
父
か
ら
は
、

衛
生
兵
や
看
護
師
に
も
応
急
手
当
や

簡
単
な
処
置
を
教
え
、
現
場
で
ど
ん

ど
ん
や
ら
せ
て
い
た
と
聞
い
て
い
た

の
で
、
私
も
『
現
場
で
必
要
な
こ
と

は
何
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
』
と
い
う

意
識
は
持
っ
て
い
ま
し
た
ね
。」

緒
方
先
生
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
、
水
俣
病
患
者
の
診
療
に
も
携

わ
っ
て
い
る
。
研
修
医
時
代
、
地
元

の
疾
患
を
勉
強
し
た
い
と
、
熊
本
大

医師として、地域の一員として、とことん問題と向き合う
熊本県球磨郡相良村　緒方医院　緒方 俊一郎先生
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学
の
原
田
正
純
先
生
を
訪
ね
、
現
地

で
学
生
た
ち
と
合
宿
し
た
こ
と
が
縁

に
な
っ
た
。

「
今
で
も
私
の
と
こ
ろ
に
『
自
分
は

水
俣
病
で
は
な
い
か
』
と
訪
ね
て
く

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う

い
う
方
々
を
で
き
る
だ
け
拾
い
上
げ
、

救
済
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。」

さ
ら
に
先
生
は
医
院
で
の
診
療
の

み
な
ら
ず
、
地
域
と
そ
の
住
民
を
守

る
た
め
の
様
々
な
活
動
を
し
て
き
た
。

地
域
の
保
健
師
と
協
力
し
、
農
薬
や

合
成
洗
剤
の
有
害
性
を
啓
発
す
る
活

動
を
行
っ
た
り
、
学
校
医
と
し
て
ゴ

ル
フ
場
建
設
の
反
対
運
動
に
参
画
し

た
り
、
水
害
を
防
止
す
る
た
め
に
原

生
林
の
皆
伐
反
対
運
動
を
主
導
し
た

り
し
た
。
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
計
画

が
立
ち
上
が
っ
た
時
も
、
反
対
運
動

に
力
を
尽
く
し
た
。
結
果
、
ダ
ム
は

建
設
中
止
に
な
っ
た
。

活
動
に
つ
い
て
語
る
先
生
に
は
、

学
園
闘
争
の
時
代
に
医
学
生
だ
っ
た

青
年
の
面
影
が
見
え
隠
れ
す
る
。

「
あ
の
頃
は
夜
遅
く
ま
で
仲
間
と
議

論
し
た
り
、
教
授
に
交
渉
し
に
行
っ

た
り
す
る
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。

白
衣
デ
モ
と
称
し
て
、
博
多
の
街
を

練
り
歩
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分

か
ら
積
極
的
に
学
び
に
行
か
な
け
れ

ば
教
え
て
も
ら
え
な
い
、
問
題
だ
と

思
っ
た
こ
と
に
は
し
っ
か
り
と
向
き

合
い
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
気
風
の
な
か
で
医
学
を
学
ん
だ

こ
と
が
、
私
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」

県南部、球磨郡のほぼ中央。山林を
貫くように清流・川辺川が流れ、中〜
下流域の平野部には田畑が広がる。
特産物は米・茶・メロンなど。
現在の人口は4,500人ほどだが、 2045
年には半減するとの予測も。村内に病
院はないため、周辺の市町村と「球磨
医療圏」を形成し、連携に努めている。

熊本県球磨郡相良村

緒方医院の外観。有床診療所として病床も持つ。

祖父が小学校に寄贈した衛生室が医院の隣に残る。 「熊本緑の百景」に選定された雨宮神社。
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*CPC…臨床-病理検討会（Clinico-Pathological Conference）。病理解剖例について、臨床医と病理医が集まって検討する。27



医師の働き方を
考える

医師の働き方を
考える

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
を
基
に
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
を
作
成
す
る
こ
と
で
し
た
。

例
え
ば
、
チ
ュ
ー
ブ
抜
去
の
タ
イ
ミ

ン
グ
、
離
床
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を

あ
ら
か
じ
め
パ
ス
で
定
め
て
お
く
こ

と
で
、
安
全
が
担
保
さ
れ
る
と
同
時 

に
、
看
護
師
が
都
度
医
師
に
確
認
す

る
項
目
も
減
ら
せ
ま
す
。
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
の
整
備
は
、
安
全
だ
け
で
な

く
、
業
務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が
る

の
で
す
。

　

他
に
も
、
看
護
部
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
医
師
の
指
示
出
し
の
実
状
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
時
間
外
の
指
示
出
し
が
多
い
医

師
に
は
指
導
を
行
い
、
時
間
内
に
終

わ
ら
せ
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、

急
ぎ
の
検
査
の
結
果
が
い
つ
見
ら
れ

て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
急
が
な
く

今
回
は
、
こ
の
春
か
ら
第
二
大
阪
警
察
病
院
の
院
長
に
就
任
さ
れ
た
小
牟
田
先
生
に
、
医
師
の
働

き
方
を
改
善
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　  

若
手
医
師
も
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
持
っ
て

　
　  

医
療
の
本
質
を
み
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
第
二
大
阪
警
察
病
院
　
小
牟
田 

清
先
生
〜

語り手　
小牟田 清先生
第二大阪警察病院　院長

聞き手　
笠原 幹司先生
日本医師会男女共同参画委員会委員、大阪府医師会理事

医
療
安
全
担
当
の
人
脈
を
活
か
し

病
院
の
仕
組
み
を
改
善

笠
原
︵
以
下
、
笠
︶：
小
牟
田
先
生
は
、

大
阪
警
察
病
院
で
副
院
長
を
務
め
ら

れ
、
今
年
４
月
か
ら
新
た
に
オ
ー
プ

ン
し
た
第
二
大
阪
警
察
病
院
の
院
長

に
就
任
な
さ
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
副

院
長
時
代
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
牟
田
︵
以
下
、
小
︶：
私
が
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、
医
療
安
全
の
担
当
に

な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
イ
ン
シ
デ
ン

ト
や
ク
レ
ー
ム
に
対
処
す
る
な
か
で
、

普
段
の
診
療
で
は
ほ
と
ん
ど
接
点
の

な
い
診
療
科
の
医
師
や
、
看
護
部
な

ど
の
他
部
門
と
関
わ
る
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
医
療
安
全
に
関
す
る
情
報

や
意
見
が
私
の
も
と
に
届
く
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
取
り
入

れ
れ
ば
病
院
全
体
の
改
革
に
つ
な
げ

28



インタビュアーの笠原先生。　　　　　　　　　　　　　

て
い
い
検
査
は
緊
急
に
し
な
い
よ
う

に
働
き
か
け
ま
し
た
。

笠
：
医
療
安
全
担
当
と
し
て
築
き
上

げ
て
き
た
関
係
性
を
活
か
し
、
現
場

か
ら
の
声
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
で
、

病
院
の
仕
組
み
を
改
善
し
て
き
た
の

で
す
ね
。

小
：
は
い
。
他
に
も
、
現
場
か
ら
の

要
望
を
受
け
て
様
々
な
改
善
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
夕
方
５
時

か
ら
行
っ
て
い
た
会
議
を
、
朝
の
外

来
が
始
ま
る
前
に
行
う
こ
と
で
欠
席

者
を
減
ら
し
た
り
、
誰
も
が
年
休
を

取
得
し
や
す
い
よ
う
に
時
間
単
位
の

年
休
制
を
導
入
し
た
り
、
医
師
の
業

務
の
一
部
を
他
職
種
に
委
譲
す
る
こ

と
で
、
医
師
の
負
担
を
減
ら
し
た
り

し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
や
方
針
を
示
し

き
ち
ん
と
話
し
合
う

笠
：
そ
の
よ
う
な
改
善
を
行
う
う
え

で
は
、
管
理
職
を
は
じ
め
と
し
た
ス

タ
ッ
フ
全
体
の
意
識
改
革
が
必
須
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
心
が
け

て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
：
様
々
な
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
で
す
ね
。
例
え
ば
、
経
営

状
況
や
働
き
方
に
関
す
る
デ
ー
タ
、

子
育
て
中
の
女
性
医
師
の
数
、
残
業

時
間
が
長
い
医
師
が
ど
の
く
ら
い
い

る
か
な
ど
を
開
示
す
る
こ
と
で
、
病

院
が
直
面
す
る
問
題
を
医
師
一
人
ひ

と
り
に
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き

か
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
て
の
医

師
が
働
き
や
す
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
病
院
の
方
針
も
オ
ー
プ
ン

に
し
ま
す
。
誰
か
が
休
み
に
入
る
際

は
、「
こ
う
い
う
理
由
で
お
休
み
さ

れ
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
カ
バ
ー
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
発
信
し
、
病
院
全

体
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

笠
：
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
な
ど
、

様
々
な
仕
組
み
の
改
善
に
よ
っ
て
、

業
務
の
効
率
化
と
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す

ね
。
し
か
し
、
応
招
義
務
の
あ
る
医

師
な
ら
で
は
の
難
し
さ
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
改
善
の
た
め

に
は
、
働
き
方
の
形
態
や
一
人
ひ
と

り
の
考
え
方
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て

い
く
べ
き
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

小
：
ま
ず
、
医
師
の
働
き
方
の
形
態

に
関
し
て
で
す
が
、
オ
ン
・
オ
フ
の

切
り
替
え
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
は
２
～
３
人
の
医

師
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
患
者
さ
ん
を

診
て
い
く
体
制
を
築
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
応
招
義
務
に

関
し
て
は
、ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に「
手

術
の
何
日
後
に
患
者
・
家
族
に
説
明

す
る
」
と
い
う
項
目
を
明
示
し
て
お

く
こ
と
で
、
時
間
外
に
家
族
が
来
ら

れ
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
を
減
ら
す
工
夫
も
必
要
で
し
ょ
う
。

看
護
師
が
時
間
外
に
医
師
を
呼
び
出

さ
な
く
て
済
む
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
も
有
効
で
す
。

　

医
師
一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
を
変

え
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
難
し
い
と
感

じ
ま
す
。
熱
心
な
研
修
医
の
な
か
に

は
、「
勤
務
時
間
外
で
も
残
っ
て
勉

強
し
た
い
」
と
い
う
人
も
多
く
い
ま

す
。
レ
ベ
ル
の
高
い
先
生
の
手
術
を

見
て
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
、

私
た
ち
に
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
休
息
を
取
ら
ず
に
働
き
続
け

れ
ば
、
医
療
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
私
は
「
オ
ン
・

オ
フ
を
し
っ
か
り
切
り
替
え
な
い
と

頭
は
働
か
な
い
よ
」
と
声
を
か
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
気
分
転
換
を

す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
新
し
い
発
想

は
、
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
絶

対
に
必
要
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
休
む
時
は
休

め
」
と
い
う
管
理
職
の
考
え
も
オ
ー

プ
ン
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
研
修
医
の
声
を
直
接
聞
い
て

み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。そ
こ
で
私
は
、

毎
年
研
修
医
と
話
し
合
う
機
会
を
設

け
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
立
場
の
人

間
が
交
流
し
、
現
状
を
変
え
て
い
く

た
め
の
意
見
を
出
し
合
え
る
土
壌
を

整
え
て
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
主
体
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
医
師
に

笠
：
先
生
は
今
後
も
院
長
と
し
て
、

次
世
代
の
育
成
に
ま
す
ま
す
力
を
入

れ
て
い
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
働
き

方
改
革
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、

こ
れ
か
ら
は
医
療
提
供
体
制
や
労
務

管
理
な
ど
と
い
っ
た
、
幅
広
い
知
識

を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
考
え
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
教
育
が
必
要
だ
と

お
考
え
で
す
か
。

小
：
臨
床
研
修
病
院
の
役
割
は
大
き

く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
も
ち
ろ

ん
医
療
知
識
や
技
術
を
教
え
る
こ
と
、

も
う
一
つ
は
、
財
務
や
労
務
な
ど
も

含
め
た
医
療
の
本
質
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
す
。
医
長
・
部
長
ク
ラ
ス

に
な
っ
た
時
に
困
ら
な
い
た
め
に
も
、

早
期
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
ク
リ

ニ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
を
行
う
委
員
会

に
、
若
手
の
医
師
に
も
入
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
に
は
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
通
ず
る
部
分
が
あ
る

か
ら
で
す
。
そ
の
パ
ス
で
入
院
し
た

患
者
さ
ん
の
入
院
期
間
が
診
療
報
酬

に
見
合
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、

検
査
や
投
薬
が
全
国
平
均
と
比
較
し

て
多
く
な
い
か
…
と
い
っ
た
こ
と
を

他
職
種
と
共
に
考
え
る
な
か
で
、
若

手
の
医
師
た
ち
に
も
、
病
院
経
営
に

携
わ
る
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

笠
：
確
か
に
、
手
術
や
手
技
だ
け
で

な
く
病
院
経
営
の
観
点
を
、
若
手
医

師
に
も
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

う
す
れ
ば
、
業
務
の
効
率
化
や
勤
務

時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
も
自
然
と
意

識
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

小
：
そ
う
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

私
が
こ
れ
ま
で
一
番
優
秀
だ
と
思
っ

た
研
修
医
は
、
朝
早
く
来
て
患
者
さ

ん
を
診
て
回
り
、
朝
の
う
ち
に
指
示

出
し
を
終
わ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
申

し
送
り
も
細
か
く
記
載
さ
れ
、
看
護

師
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
毎
日
定
時
に
帰
る
。
さ

ら
に
は
仕
事
の
合
間
に
論
文
を
読
む

余
裕
さ
え
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仕
事
を
主
体
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
医
師
が
「
で

き
る
医
師
」
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

医
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
そ
う
い

う
医
師
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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今
回
は
、
城
守
国
斗
日
本
医
師
会

常
任
理
事
に
、担
当
分
野
で
あ
る「
勤

務
医
」
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

全
て
の
医
師
の
意
見
を
集
約
す
る

―
―
医
師
会
は
し
ば
し
ば
「
開
業
医

の
た
め
の
団
体
だ
」
と
捉
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
勤
務
医
と
医
師
会
の
関

係
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
？

城
守
︵
以
下
、
城
︶：
ま
ず
大
前
提

と
し
て
、
医
師
会
の
役
割
に
つ
い
て

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
医
師
会

は
患
者
や
国
民
に
良
い
医
療
を
提
供

す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、

国
に
医
療
政
策
を
提
言
し
て
い
る
団

体
で
あ
り
、
地
域
医
療
の
主
役
で
す
。

　

わ
が
国
の
医
療
提
供
体
制
は
、
勤

務
医
・
病
院
経
営
者
・
開
業
医
・
研

究
者
な
ど
、
様
々
な
医
師
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
師
会
は
そ

れ
ら
の
医
師
全
て
の
代
表
で
あ
り
、

様
々
な
立
場
の
医
師
の
意
見
を
、
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
集
約
し
、
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
国
は
、
医
師
会
の
意
見
を
「
全

て
の
医
師
を
代
表
し
た
意
見
」
と
捉

え
、
政
策
を
決
定
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
医
師
会
は
、
地
域
の
医
療
提

供
体
制
を
支
え
る
た
め
の
活
動
を
主

体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

―
―
城
守
常
任
理
事
は
日
本
医
師
会

の
勤
務
医
担
当
と
し
て
、
勤
務
医
会

員
の
意
見
を
医
師
会
活
動
や
政
策
提

た
。
京
都
府
下
の
各
医
師
会
や
、
京

都
府
医
師
会
の
勤
務
医
部
会
か
ら
、

50
歳
以
下
の
先
生
方
を
推
薦
し
て
い

た
だ
き
、
40
名
ほ
ど
の
先
生
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
医
師
会
か
ら
一
方
的
に
伝
達
事

項
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、「
医
療

に
対
し
て
先
生
方
は
ど
う
思
っ
て
い

る
か
？
」「
医
師
会
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
？
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
で
議
論
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
私
は
議
論
の
中
心
に

入
っ
て
仕
切
る
の
で
は
な
く
、
議
論

を
横
で
聴
き
な
が
ら
、
委
員
の
皆
さ

ん
に
「
辞
書
代
わ
り
」
に
使
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
議
論

す
る
な
か
で
何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
出
て
き
た
ら
、
用
語
の
意
味
や
背

景
知
識
、
医
師
会
と
し
て
の
立
場
や

見
解
な
ど
を
わ
か
る
範
囲
で
お
答
え

し
て
、
議
論
の
助
け
に
し
て
い
た
だ

く
の
で
す
。

　

現
在
、
若
手
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の

参
加
者
は
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
医
師
会
の
目
指
す

と
こ
ろ
が
わ
か
っ
た
」「
情
熱
が
伝

わ
る
」
と
い
っ
た
あ
り
が
た
い
感
想

を
頂
き
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
場
を
通
じ
て
、
勤
務
医
の

先
生
方
を
含
む
若
い
人
た
ち
の
考
え

方
や
問
題
意
識
を
拾
い
上
げ
、
政
策

提
言
や
医
師
会
活
動
に
つ
な
げ
る
こ

と
も
、
日
本
医
師
会
の
勤
務
医
担
当

と
し
て
重
要
な
役
割
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

勤務医と医師会

医師会が勤務医の先生や若手の先生の意見を
掬い上げることの重要性と

そのための取り組みについて聞きました。

言
に
活
か
す
た
め
の
活
動
を
さ
れ
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

城
：
は
い
。
現
在
、
日
本
医
師
会
の

会
員
の
約
半
数
を
勤
務
医
会
員
が
占

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勤
務
医
の

先
生
方
は
医
師
会
活
動
に
積
極
的
に

携
わ
る
機
会
が
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、

そ
の
声
を
政
策
に
結
び
付
け
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
す
。
そ
こ
で
日
本
医

師
会
で
は
、
勤
務
医
の
先
生
方
の
意

見
や
医
療
現
場
の
声
を
聴
く
場
と
し

て
「
勤
務
医
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
私
は
こ
の
委
員
会
の
担
当

者
と
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
医
の
先
生
方
に
直
接
関
わ
っ

て
く
る
今
日
的
な
課
題
と
し
て
は
、

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
や
「
専
門

研
修
に
関
す
る
制
度
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
医
師
会
と
し
て

は
ぜ
ひ
、
多
く
の
勤
務
医
の
先
生
方

の
意
見
を
聴
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勤
務
医
の
先

生
や
若
手
の
先
生
に
と
っ
て
、
医
師

会
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
存
在
の
よ
う
で

す
ね
。
医
師
会
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
声
を
寄

せ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
に
は
、
な
か
な

か
苦
労
し
て
い
ま
す
。

勤
務
医
の
意
見
を
集
め
る
た
め
に

―
―
勤
務
医
の
声
を
聴
く
た
め
の
工

夫
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

城
：
私
は
地
元
の
京
都
府
医
師
会

の
副
会
長
を
し
て
い
た
時
、「
若
手
ビ

ジ
ョ
ン
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
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医師会への入会は、
自分の意見を国に届ける手段

私と
医師会活動

――城守常任理事が医師会活動に関わるようになったきっ
かけを教えてください。
城：病院経営に関わるようになったことがきっかけです。私
は医師になって20年ほど、勤務医として働いていたのですが、
実はその頃は医師会に入会もしておらず、医師会活動には全
く関心を持っていませんでした。当時勤めていた病院で「こ
の病院を、患者さんから信頼される、地域で一番の病院に
しよう！」と奮闘するなか、ある日親族から「うちの病院の
経営を手伝ってほしい」と頼まれ、しぶしぶ引き受けること
にしたのです。
経営者になって初めて、「国の政策によって病院はこれほど
影響を受けるのか」と痛感しました。厚生労働省に勤務す
る友人に「なぜ国は現場を振り回すような政策を作るのか」
と尋ねたところ、友人は「我々は、日本医師会を医療界の
代表として認識している。医師会と交渉することで政策を決
定している」と答えました。「医師会に入らないと自分の意見
を届けることもできない」と気付いた私は、慌てて入会する
ことにしました。
入会後は、誘われるままに様々な活動に携わりました。「医
師会はこんなに真っ当なことを考え、発信していたのか」と
驚くことも多かったですね。活動を続けるなか、「日本医師
会で仕事をしてみないか」とお誘いいただき、現在に至りま
す。日本医師会に来てから、国との交渉や、他の医療関連
団体との関係など、都道府県医師会では見えてこなかった
部分の重要性を強く意識するようになりました。
――若手のうちから医師会活動に興味を持ってもらうために
は、どのようなアプローチが必要でしょうか？
城：国民はもちろん、勤務医や若手医師・医学生に、「医師
会とは何か」ということを明確に伝えていく必要があります。
私は日本医師会の広報担当でもあるので、そうした活動に
も注力したいと思っています。
例えば今年の３月、厚生労働省の「医師の働き方改革に関
する検討会」の報告書が取りまとめられましたが、多くの報
道では、「時間外労働の上限を年間1,860時間とする」とい
う部分だけが強調され、独り歩きしてしまいました。皆さん
の中にも、「医師会は勤務医を守る気がないのか」と感じて

いる人がいるかもしれません。ですが日本医師会は、2008
年に「勤務医の健康支援に関するプロジェクト委員会」を
立ち上げて以来、勤務医の先生方の健康確保を第一に、
地域の医療提供体制も守る方策を考え続けてきました。厚
労省の検討委員会における「年間1,860時間」の規定も、

「上限いっぱいまで働かせていいものではない」という前提
があってのものです。ただ、働き方改革の推進は各医療機
関の努力だけでは難しい部分も多く、過渡期にはどうしても
上限を超えることがあるかもしれない。それで罰則が適用さ
れ、地域の医療提供体制が崩れる事態を防ぐため、あえて
高めの水準が設定されたわけです。こうした意図についても、
医師会自身がしっかりと発信していかなければなりません。
しかし、どんなに広報に尽力しても、医師会に興味のない
先生方の心に響くものにはならないでしょう。まず興味を持
ってもらうためにも、地域で医師会活動をしている先生と勤
務医・若手の先生が集まり、医療のあり方についてざっくば
らんに語り合ったり、若い先生方のささやかな疑問や不安
に応じたりする場を広げたいと考えています。私が京都で開
いている「若手ビジョン委員会」もそうした場の一つになっ
ていると自負しています。
ドクタラーゼの読者の皆さんにとって、医師会は遠い存在の
ように感じられるかもしれません。しかし、医師会活動は決
して皆さんと無関係ではないのです。意見があれば、ぜひド
クタラーゼ等を通じて知らせてください。

城守 国斗
日本医師会常任理事
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グローバ ルに活躍する
若手医師たち

目まぐるしく変わる世界の中で、私たちが今できること
～The Rajakumar MovementとEntrepreneurship ～

加藤 大祐
三重大学大学院
家庭医療学講座
JMA-JDN 副代表（内務）、
研究担当役員

三重大学大学院家庭医療学分野博士課程
所属。家庭医療専門医・指導医。認定内科医。
The Rajakumar Movement日本代表。

国際学会デビューには、日本開催の国際学
会もおすすめです！

日本医師会の若手医師支援

JMA-JDNとは

今回は、JMA-JDNの若手医師より、東京都新研修医ウェルカム・オリエンテーション、

世界医師会サンティアゴ理事会の報告と、世界家庭医機構の紹介を寄せてもらいました。

Junior Doctors Network（JDN）は、2011年 4月の世界医師会
（WMA）理事会で若手医師の国際的組織として承認されました。
JDNは、世界中の若手医師が情報や経験を共有し、未来の医療
を考えて行動するための画期的なプラットフォームです。日本医師会

（JMA）は2012年10月に国際保健検討委員会の下にJMA-JDN
を立ち上げました。これまで若手医師の集まりは学会や医局、地域、
NGOなどの枠組みの中でつくられてきました。JMA-JDNは、多様
な若手医師がそれらの枠組みを超えて、公衆衛生や医療分野にお
いて自由に自分たちのアイデアを議論し行動できる場を提供したい
と考えています。関心のある方は検索サイトやFacebookで「JMA-
JDN」と検索してみてください。

皆様は、WONCA（世界家庭医機構）をご存知
でしょうか。WONCAは、会員数50万人、加盟
国130か国以上を数える家庭医のための国際
学会です。地域ごとに七つのYoung Doctors 
Movement（YDM）があり、今回は、アジア大洋州
地区のYDMであるThe Rajakumar Movement

（TRM）についてご紹介します。
日本で医療をするうえで、なぜ国際学会に参加
する必要があるのでしょうか。その疑問を解く鍵
は、TRMにその名を冠するMK Rajakumar医
師の言葉にあります。「様々な文化や環境の中で
得られた経験を共有し、協働できる関係性を有
することで、私たちは、より良い医師に、そして、
より良い人間になれるであろう（筆者訳）」。グロー
バルヘルスの理解は、日々の臨床の質の向上に
寄与すると言われて、医学教育にも取り入れよう
という動きが広がっています。
2009 年に設立されたTRMでは、現在14の

国・組織の代表者が、定期的にオンラインミー
ティングを開催しています。私たちが活動の中心
に据えている考え方が、Entrepreneurshipです。
起業家精神と訳されることが多いですが、すで
に自らが所属する組織で新しいことを始めるとい
う意味もあり、イノベーションの鍵になると期待
されています。
2019 年 5月15日から18日に、WONCA Asia 
Pacific Regional Conference が 京 都 の 国
際会議場で開催されました。私たちTRMも、
Entrepreneurshipをテーマとしたワークショップ
やシンポジウムを行いました。日本を含む世界の
医療事情が大きく変わろうとしているなかで、私
たち若手医師は主体的に何ができるか、白熱
した議論が行われました。TRMのこれからに
ぜひご期待ください。次回のWONCA APR 
Conferenceは、2020年4月にニュージーランド
のオークランドで開催されます。Please join us!!　
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佐藤 峰嘉
北海道大学病院
内科Ⅰ
JMA-JDN代表

三島 千明
医療法人社団プラタナス
青葉アーバンクリニック
JMA-JDN 前代表

2012年北海道大学医学部卒。北海道内の
病院で総合内科・呼吸器内科研修後、現在北
海道大学病院で呼吸器内科診療に携わる。

島根大学卒業。北海道家庭医療学センター
で家庭医療の後期研修を修了後、現在は横
浜市と東京都の複数の診療所で都市型のプ
ライマリ・ケアや在宅医療の実践に取り組ん
でいる。北海道にいる頃からJMA-JDNの
活動に参加。

世界医師会サンティアゴ理事会報告

東京都新研修医ウェルカム・オリエンテーションに
参加してきました

北海道の初夏は日差しが心地良くとても良
い季節です。

最近、自身の地域での診療経験やキャリアに
ついて、医学生に講演する機会を頂きました。

4月25日から27日にかけてチリの首都サンティ
アゴで世界医師会の理事会が行われました。世
界医師会では理事会・総会の毎年計2回各国
医師会の代表者が集まり、医の倫理や保健衛
生上の諸問題についての決議や、宣言、声明等
を議論し採択するということを行っています。人
間を対象とする医学研究の倫理的原則で有名な

「ヘルシンキ宣言」も、このような会議で採択・
改訂が行われています。
先立つ24日には若手医師の会議であるJunior 
Doctors Network （JDN） Meeting が行われ、世
界医師会長や事務総長の先生方らとのディスカッ
ションがあり、若手としてリーダーシップをとる
ことの重要性を強調されました。今回の開催国
であるチリ医師会長は32歳の女性医師であり、
若手であることと、女性であることの二重の壁を
乗り越えたというお話が非常に印象に残りまし
た。変化する社会や時代の要請について、若い

世代が取り組んでいくことの重要性を実感させら
れました。
25日からは、医の倫理や社会医学における諸
問題についての各国医師会の理事らによる会議
が行われ、医師による自殺ほう助や人工妊娠中
絶などの倫理的な問題から、人工知能などの昨
今の技術革新をうけた議題、また加工食品中の
糖分などの生活に身近な問題など、多岐にわた
る議題が取り上げられました。世界の医師を代
表する組織としてそれらに対する政策を形成して
いくことは、各国の異なる文化背景や医療資源
の現状を考慮すると困難なことのようにも思われ
ますが、人の健康に携わる専門家としての責任
であるようにも感じられます。我々若手医師も少
しずつではありますが、意見を求められるように
なってきており、私も視野を広げて普段からこの
ような事柄について考える必要があると感じてい
ます。

4月は、医学部を卒業した方にとっては、臨床研
修を開始する始まりの時期です。研修医1年目
の方は、医師として一歩を踏み出す期待と、臨
床現場への不安との両方の気持ちが入り混じっ
ているのではないでしょうか。今回、4月10日に
東京都医師会の主催で、新しく研修医になった
全ての医師を対象にした「ウェルカム・オリエン
テーション」が開催されました。これは、東京都
では初めての取り組みだそうです。当日は東京都
医師会長の尾﨑治夫先生からの激励のメッセージ
から始まり、国立国際医療研究センター理事長
の國土典宏先生から「医師になった君へー何を
学び何を目指すか？」、東京都医師会理事の橋
本雄幸先生から「医師会の使命〜医師たちはひ
とつにまとまらなければならない」と題したご講
演があり、研修生活に大切な心構えや、医師を
取り巻くこれからの状況、医師会活動の意義や
大切さについて学びました。普段の臨床現場で

はなかなかゆっくり聴けない話であり、参加者の
方が皆とても真剣に聴いておられたのが印象的
でした。私からもJMA-JDNの活動について紹
介させていただきました。講演終了後は、参加
者や講師、医師会の先生方が一緒にテーブルを
囲んで懇親会が開催されました。お互いの研修
病院の状況を共有したり、先輩の医師に進路の
アドバイスをもらったりと、とても盛り上がってい
ました。國土先生はご講演の中で、人生で大切
なものは「同期生（友）と師匠」であり、良い医
師になるためには「良いメンターに巡り合うこと」
であるとお話されていました。忙しい臨床業務の
合間にも、こういった地域のイベントにも目を向
け、積極的に参加することで、友やメンターだっ
たり、何か新しい出会いや学びがあるかもしれ
ません。このような場がより全国に広がるように、
JMA-JDNとして積極的に地域での活動に参加
していきたいと思います。

［ Facebook ］

ＪＭＡ-ＪＤＮのメーリングリストに参加しよう！メーリングリストには、日本医師会ＷＥＢサイトにある、ＪＭＡ-
ＪＤＮのページから登録することができます。研修医・若手医師だけでなく、医学生の皆さんも大歓迎
です。Facebookページでも情報を発信しています。「フォロー」や「いいね」をよろしくお願いします!

information

※先生方の所属は、寄稿当時のものです。33
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Space Medicine Japan Youth Communityは、
宇宙医学に関する様々な活動を行う学生主体の
コミュニティです。宇宙医学の専門家を訪ねるス
タディツアーや、海外から先生をお招きしての講
演会、Facebookでの情報発信などを行ってい
ます。
2019年3月、Space Medicine Japan Youth 
Community主催の「宇宙医学スタディツアー」
が開催されました。医療分野から宇宙開発に携
わる先生方をお呼びして貴重なレクチャーを受け、
活発な議論を交わす場となりました。
現在、宇宙開発は目覚ましく進展しています。
NASAは2024年までの有人月探査の再開を目
指し、スペースX社は火星に人を送るべくロケッ
トの製造・打ち上げを行っています。こうした工
学的進歩の一方で、宇宙を目指すうえで必要な
医学・医療のサポート体制が整っているとは言
い難いのが現状です。
宇宙での医学・医療がより重要度を増す時代を
見据え、多くの医学生に「宇宙医学」という将
来の選択肢を知ってもらうことを目的に半年ごと
に開催されているのが、「宇宙医学スタディツア
ー」です。3度目の開催となる2019年の春は、
関東・関西の計5か所を訪問しました。以下が、
各日程の簡単な内容です。

■関東Day1＠JAXA相模原キャンパス：稲富
裕光教授より宇宙惑星居住科学について、そし
て石岡憲昭教授より宇宙での老化現象について

のレクチャーをいただきました。
■関東Day2＠日本大学岩崎研究室：研究員の
倉住拓弥先生と加藤智一先生から、宇宙をはじ
めとした極限環境での脳循環に関するレクチャ
ーをいただきました。また、同研究室の機器を
用いたヘッドダウンティルト（HDT）および低酸
素吸入の体験を行いました。
■関東Day3＠渋川医療センター：小児科医とし
て勤務されている石北直之先生から、宇宙麻酔
機器開発についてのレクチャーをいただきました。

▼関西Day1＠大阪医科大学：宇宙服の研究を
されている岐阜医療科学大学の田中邦彦教授に
レクチャーをいただきました。人類の宇宙進出と
宇宙服の発展の歴史や、現在の宇宙服の問題
点、最新の宇宙服モデルについてお話しいただ
きました。
▼関西Day2＠京都大学宇宙総合学研究ユニット：
寺田昌弘特定准教授からユニットの紹介を受け、

宇宙飛行士の土井隆雄特定教授から実体験を
交えたお話を伺いました。その後、石原昭彦教
授、神﨑素樹教授から研究内容の紹介をしてい
ただきました。

計5日間のツアーのなかではキャリア形成につい
ての議論も交わされ、これから他分野との接点
が増えていく医学・医療系学生の視野を広げる
という観点でも有意義な機会となりました。次
回のスタディツアーは2019年8月に開催予定で
す。宇宙での医学という新分野に興味を持たれ
た方は、下記連絡先にお気軽にご連絡ください！
Web： http://square.umin.ac.jp/spacemedicine/
Mail：
spacemedicine.japan@gmail.com
Facebookで宇宙医学ニュース
発信中！

医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

イノシルとは「医の（INO）中で、大 海を知る
（SHIRU）」という言葉の略です。様々な面で留
学を希望する医学生を応援しています。主にウェ
ブサイトやFacebookグループで医学生の留学
に関する情報発信を行っています。イノシルのウ
ェブサイトには、実際に留学したことのある医学
生および医師に執筆していただいた留学体験記
やコラム、留学経験者にインタビューをして執筆
した記事などが掲載されています。また、イノシ
ルFacebookグループは、実際に留学している方
と留学予定の方が気軽に情報交換や相談をして
つながり合えるような場となっています。さらに
留学資金のサポートを行う「Fanfare」では、医
学生および医師であれば誰でも利用できるクラ
ウドファンディングを提供しています。このように、
情報格差や経済的な格差を縮めることによって、

留学する医学生の数を増やすことができれば幸
いです。
医学生の留学に特化した情報発信のプラットフォ
ームは、これまでありませんでした。それぞれの
大学が独自のプログラムを持っていたり、あるい
は自分のコネクションで留学先を見つける人がい
たりしますが、それらの情報が集約されている場
所はなく、持ち得たはずの留学のチャンスを得ら
れずに卒業していく医学生をこれ以上増やしたく
ないと思い、このプロジェクトを始めました。
医学生は、閉鎖的、あるいは同質的になってし
まいがちではないかと考えられていますが、「プロ
フェッショナル」となるうえでは、多様な「際を
越える」経験が欠かせません。所属を越え、分
野を越え、国境を越える。越えるというチャレン
ジを繰り返し、小さな成功体験と安全な失敗体

験を通じて成長するための機会を作り出し、意
志を後押しするのが我々のミッションです。
留学に関する情報や留学経験者とのコネクショ
ンだけでなく、留学するための一歩を踏み出す勇
気が得られると確信しています。

イノシル： https://inoshiru.com
Fanfare：
https://fanfare.medica.co.jp/
medfeed/

医学生の留学を応援するウェブサイト“イノシル”
イノシル

Group

「医」と「宇宙」の接点を覗く
Space Medicine Japan Youth Community　石橋 拓真、大古 一聡

Report

【Facebook】

【イノシル】
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Event

今年10月に開催される「第24回東北大学医学
祭」についてご紹介します。「医学祭」は、医学
部の学生を中心に運営される、「医学・医療」に
着目した企画を特徴とする学園祭です。
今回のテーマは「医療が結ぶ地域の輪」です。
これは「医学祭が、来場者と東北大学およびそ
の学生を輪のように結ぶ交流の場となってほし
い」という私たちの願いを込めたものです。また、
来場者が医学・医療に触れ、自身の健康や最
新の医療について関心を深める場を提供するこ
とも私たちの目標の一つです。
企画の準備も進んでいます。医学祭の開催に
あたり、「子どもから大人まで幅広い世代に楽し
んで学んでもらうこと」を考えて準備しています。

前回の医学祭や毎年のオープンキャンパスでも
人気だった医学実験の体験コーナーも、「実験！
身体のなりたちを調べてみよう」と題してパワー
アップしています。オープンキャンパスでは、あ
る程度生物や化学の知識のある中高生に対し
て基礎医学を体験してもらう企画が多いですが、
医学祭では小学生以下の子どもたちにも楽しん
でもらえるようにしています。今回は塩基配列の
翻訳をテーマに、コドン表を使った暗号パズル
を考えています。パズルを解いて遊びながら、生
体の遺伝情報を身近に感じてもらえるのではな
いかと思います。他にも顕微鏡で細胞を観察し
たり、DNAをエタノール溶液で沈殿させたりする
実験も行い、幅広い世代の方に手を動かして学
んでもらうことを目指しています。（当日は整理券
配布によって参加人数を限らせていただく可能性
があります。）
救急体験の企画では、一般的な一次救命措置

（Basic Life Support, BLS）の講習のみならず、
乳児のBLSや二次救命措置（Advanced Life 
Support, ALS）のデモンストレーションを計画し
ています。これは大学の医学部だからこそ体験
できる企画であり、一般的な救急手技の講習会で
は得られない内容を体験していただきたいと思っ

ての新企画で
す。医学祭だ
からこそでき
る体験・学び
を提供できれ
ばと考えてい
ます。
10 月 の 医 学
祭開催に向け
て、精一杯頑
張ってまいり
ますので、当日はぜひお越しいただければと思い
ます。お待ちしております！

●第24回東北大学医学祭
日程：2019年10月13日（日）〜 14日（月・祝）
場所：東北大学星陵キャンパス
Mail：TohokuMedFes@proj.med.tohoku.ac.jp

活動の近況はFacebook、Twitter
で公開中！
@TohokuMedFesをぜひフォロー
してください！

Event
第24回東北大学医学祭
第24回東北大学医学祭実行委員会委員長　阿久津 諒

ドクタラーゼを読んでいらっしゃる医学生および
医療従事者の皆様、こんにちは。関東医学部
勉強会サークルKeMA（キーマ）です。KeMAは
2016年10月に複数の大学の医学生によって立
ち上げられた総合診療勉強会です。①大学で学
べない、より実践的な医学を主体的に学ぶこと 
②他大学の医学生との交流を図ること ③なによ
り、楽しんで勉強することを目標に勉強会を開催
しています。
勉強会は学生発表の回と、医師を講師にお招き
する回を、あわせて年５回開催しており、毎回約
40人の参加者が集まります。普段の授業や実習
で学んだ知識を整理したり、さらに講師をお呼
びする回では、国試を超えて研修医レベルの内
容を扱うこともあります。その一方で、低学年の
方もたくさん参加してくださるので、レベル設定
にもこだわっています。例えば前半は低学年向け、
後半は高学年向けという２部構成で進行したり、
難しい内容に関しては、高学年が低学年に教え
ることで相互のレベルアップを狙っています。
また、2020年度よりAdvanced OSCEが施行

されることはご存じですか？臓器別の知識のみな
らず、鑑別疾患を想起する能力が求められると
予想されていますが、実際に臨床推論をやってみ
ることが、必要な学びに直結するのではないで
しょうか。（まさしくKeMAの扱っている内容です
ね！）大学の授業だけでは不足しがちな臨床推
論等のエッセンスを高学年の学生から学び、国
試を超えたその先の現場で必要となる知識や思
考回路を、現場の最前線で働いているスーパー
ドクターから直接教えてもらえる機会がここには
あります。思い立った今がチャンスです。まずは
FacebookページからKeMAのイベントに参加し
てみませんか？たくさんの方のご参加をお待ちし
ております。

【次回以降の勉強会開催予定】
（詳細はFacebookで随時更新予定です！）
●東京どまんなか 2.0
日時：2019年8月24日（土）
対象：医学生、臨床研修医
主催：東京どまんなか、関東医学部勉強会サー
クルKeMA、ずんだーキャンプ

●第16回KeMA勉強会
日時：2019年10月20日（日）
 （変更の可能性あり）
内容：エコーハンズオンセミナー、RCPC勉強会
講師：聖マリアンナ医科大学
臨床検査医学講座　五十嵐岳先生

Facebook：
https://www.facebook.com/
kema.education/
Mail：
kema.education@gmail.com

活動紹介と今後のイベントのご案内
関東医学部勉強会サークルKeMA

【Facebook】

【Web】
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各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.23

interviewee

松本 千慶 
interviewer

児玉 ありす

広島県出身。東京大学在学中にバンド
活動・テレビ出演・ライターを経験し、大
学卒業後に東京医科歯科大学に2年次
編入学。在学中に8か月間留学。「イノシ
ル」（P40参照）や予防医療普及協会の
活動に携わる。趣味は料理・アカペラ。
予防医療・グローバルヘルス・ジェネラリ
ストに興味があり、将来は国内外問わず
活躍し、格差をなくす仕事がしたい。

松本 千慶（東京医科歯科大学６年）

profile
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児
玉
︵
以
下
、
児
︶：
松
本
先
輩
に
は
、

所
属
し
て
い
る
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

や
、
先
輩
が
運
営
に
携
わ
る
医
学
生

向
け
の
留
学
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
イ
ノ
シ
ル
」
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

先
輩
は
東
京
大
学
の
農
学
部
を
卒

業
後
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
に
２
年

次
か
ら
学
士
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

編
入
は
か
な
り
大
き
な
決
断
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
本
︵
以
下
、
松
︶：
そ
う
で
す
ね
。

卒
業
後
の
就
職
先
は
決
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
～
３
年
働
い
て
辞
め
る

く
ら
い
な
ら
と
思
い
、
内
定
を
辞
退

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
生
時
代
に

組
ん
で
い
た
バ
ン
ド
の
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
も
そ
れ
と
な
く
決
ま
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
脱
退
し
て
い

ま
す
。
学
士
編
入
学
の
倍
率
は
高
い

の
で
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
駄

目
だ
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
も
具

体
的
に
想
定
し
、
思
い
切
っ
て
挑
戦

し
て
み
ま
し
た
。

児
：
医
療
に
興
味
を
持
た
れ
た
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
：
卒
業
す
る
頃
に
、
脳
腫
瘍
と
告

げ
ら
れ
た
身
内
が
手
術
に
よ
っ
て
元

気
を
取
り
戻
す
姿
を
見
て
、
医
療
が

人
を
支
え
て
い
る
と
い
う
実
感
が
湧

い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
時
、

予
防
で
き
る
が
ん
と
そ
う
で
な
い
が

ん
の
違
い
が
気
に
な
り
、
予
防
医
療

に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
農

学
部
で
は
国
際
開
発
農
学
を
学
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
卒
業
論
文
で
南
ア

フ
リ
カ
を
テ
ー
マ
に
し
た
際
、
経
済

が
発
展
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
割
合
が
今
で
も
高
い

と
知
っ
た
こ
と
も
、予
防
医
療
に
興
味

を
持
っ
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

児
：
去
年
か
ら
は
一
般
社
団
法
人
予

防
医
療
普
及
協
会
の
活
動
に
も
参
加

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

松
：
は
い
。
予
防
医
療
普
及
協
会
は
、

糖
尿
病
や
子
宮
頸
が
ん
な
ど
と
い
っ

た
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
、
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
医
療

に
関
す
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
手

段
を
持
た
な
い
人
が
ま
だ
多
い
な
か
、

苦
労
し
て
で
も
、
自
分
の
決
め
た
目

標
の
た
め
に
頑
張
る
と
い
う
こ
と
は

い
つ
も
心
に
決
め
て
い
ま
す
。

児
：
そ
の
よ
う
な
活
動
的
な
生
き
方

を
す
る
う
え
で
、
何
か
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

松
：
簡
単
な
こ
と
で
も
面
倒
く
さ

が
ら
ず
に
、
ち
ゃ
ん
と
や
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
疲
れ
て
い
て

も
出
か
け
て
み
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た

メ
ー
ル
を
送
っ
て
み
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
る
な
ど
と
い
っ
た

小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
、
思
っ
て
も

み
な
い
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
か
ら
で
す
。
実
は
、
か
つ
て

組
ん
で
い
た
バ
ン
ド
が
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
の
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ー
か
ら
で
し
た
。

　

一
歩
を
踏
み
出
す
だ
け
で
、
出
会

う
人
が
変
わ
り
、
見
え
る
世
界
も
変

わ
っ
て
く
る
。
そ
う
や
っ
て
経
験
し

て
き
た
こ
と
は
、
必
ず
こ
れ
か
ら
の

糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

れ
か
ら
も
、
私
は
自
分
ら
し
い
道
を

歩
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

学
生
の
私
で
も
何
か
働
き
か
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
時
、

こ
の
団
体
に
出
会
い
ま
し
た
。
５
年

生
に
な
っ
て
病
院
実
習
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
思
い
の
ほ
か
時
間
に
融
通
が

利
く
こ
と
に
気
付
き
、
思
い
切
っ
て

門
を
叩
い
て
み
ま
し
た
。

児
：
予
防
医
療
の
啓
発
活
動
も
、
イ

ノ
シ
ル
に
お
け
る
留
学
情
報
の
提
供

も
、
根
底
に
は
情
報
格
差
に
対
す
る

問
題
意
識
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。そ
こ
に
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

松
：
小
学
生
の
頃
、
難
民
支
援
活
動

を
な
さ
っ
て
い
た
緒
方
貞
子
さ
ん
に

感
銘
を
受
け
て
以
来
、
格
差
問
題
に

関
心
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
国
際
開
発

農
学
を
学
ん
だ
の
も
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
医
療

に
関
す
る
情
報
格
差
を
縮
め
る
仕
事

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

児
：
目
標
を
は
っ
き
り
持
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
積
極
的
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
。

松
：
は
い
。ち
ょ
っ
と
冒
険
し
て
で
も
、

児玉 ありす（東京医科歯科大学４年）

profile

松本先輩はとても行動力のある素敵な先輩で、今まで私には
とても追いつけない存在のように感じていた部分もありました。
今回お話を聞いて、先輩のバイタリティの源は、ちょっとした努力
の積み重ねやしっかりとした目標設定にあると知ることができ、
自分もできることから行動してみようという気持ちになりました。
とても有意義な時間をありがとうございました。

※医学生の学年は取材当時のものです。41




